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４月19日㈰に行われた西条市議会議員選挙は、即日開票の結果、次の皆さんが当選されました。
平成21年４月19日執行　西条市議会議員選挙
●当日有権者数：92,603人　　●投票者数：63,126人　　●投票率：68.17％
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　市議会５月臨時会が11日に開会されました。臨時会
では議案等６件が上程・可決されるとともに、正副議
長の選挙、各常任委員会委員の選任等が行われ、同日
閉会しました。

大澤忠正 副議長 楠　　學  議長
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西条市農業協同組合との災害応援協定を締結

▲調印後、握手を交わす久門
　忠夫代表理事組合長（右）
　と伊藤市長

災害時における救援物資等の提供協力に関する協定
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40年余の長きにわたり瓦ぶき業務に携
わり、業務に精励されたことは他の模
範となり、またその間、㈳全日本瓦工
事事業連盟相談役等の要職を歴任され
るなど、多大な貢献をされました。

昭和32年から39年の長きにわたり、警
察業務に携わり、各種犯罪の予防と検
挙に尽力され、住民の安全と治安維持
に多大な貢献をされました。

昭和63年から平成３年まで市議会議員
として、また、平成３年からは４期に
わたり県議会議員として市政および県
政の運営に参画され、市政および県政
の伸展と住民福祉の向上に多大な貢献
をされました。

昭和36年から47年余の長きにわたり、
消防団業務に精励し、この間、市消防
団副団長等の要職を歴任し、豊かな消
防精神をもって市民の安全確保に多大
な貢献をされました。

昭和27年から39年の長きにわたり、警
察業務に携わり、各種犯罪の予防と検
挙に尽力され、住民の安全と治安維持
に多大な貢献をされました。

昭和39年から38年余の長きにわたり主
に集配業務に携わり、郵便物の正確、
迅速な配達等に尽力され、郵政業務の
発展に多大な貢献をされました。

昭和32年から39年余の長きにわたり、
警察業務に携わり、各種犯罪の捜査に
尽力され、住民の安全と治安維持に多
大な貢献をされました。

昭和36年から39年余の長きにわたり、
消防業務に携わり、その間、消防長等
の要職を歴任され、その豊富な知識と
経験をもって消防組織の強化に多大な
貢献をされました。

淺田孝重氏（明屋敷）
　瑞宝双光章（消防功労）
伊藤隆德氏（中野甲）
　瑞宝単光章（郵政業務功労）
稲井昭一氏（大新田）
　旭日双光章（地方自治功労）
河合皓吉氏（桑村）
　瑞宝単光章（警察功労）
河端　博氏（下島山甲）
　瑞宝双光章（消防功労）
黒川日出海氏（丹原町鞍瀬）
　瑞宝双光章（更生保護功労）
近藤靖雄氏（丹原町池田）
　瑞宝単光章（警察功労）
塩見久米馬氏（明屋敷）
　瑞宝単光章（消防功労）

清家武志氏（大町）
　旭日単光章（地方自治功労）
髙橋　詮氏（喜多川）
　瑞宝双光章（教育功労）
高橋寛一氏（丹原町今井）
　旭日双光章（地方自治功労）
髙橋秀一氏（神拝甲）
　旭日双光章（産業振興功労）
田中安里氏（壬生川）
　瑞宝単光章（警察功労）
丹　富弘氏（氷見丙）
　黄綬褒章（業務精励）
藤田光男氏（大町）
　旭日双光章（地方自治功労）
村上直之氏（三芳）
　瑞宝単光章（社会福祉功労）
渡邊貞敏氏（明屋敷）
　瑞宝双光章（教育功労）

▼栄典受章者（50音順）

■申込先　
　６月17日㈬までに次の所でお申し込みください。
○市庁舎本館総務課　総務法制係　℡0897－52－1256
○各総合支所総務課
○各公民館
※祝賀会の後に催される祝宴に参加される方は、参加
　費500円が必要です。

　昨秋の叙勲、今春の叙勲、危険業務従事者叙勲、高
齢者叙勲および褒章において受章の栄に浴された方々
の祝賀会を開催します。
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この制度の対象者は、
「４月１日現在65歳以上の年金受給者で、
前年中の年金所得に係る市県民税の納付義務のある方」です。

ただし、以下の方は対象となりません。
◆介護保険料が年金から引き落としされていない方
◆引き落とされる市県民税額等が老齢基礎年金等の額を超える方など

＜年金からの特別徴収制度＞とは
社会保険庁などの年金保険者が、
年金受給者の市県民税を年金から
引き落として、市へ納入すること
です。

＜普通徴収＞とは、納付書
による窓口払い、口座振替
などで納めていただくこと
です。

　地方税法に、公的年金等の所得に係る個人住民税については「年金給
付の支払の際に特別徴収の方法によって徴収する」と規定されており、
本人による選択は認められていません。

年金から特別徴収（引き落
とし）するかどうかを、選
択することができますか？

制度の改正により、納付す
る額が増えることはありま
せんか？

　この改正は納付方法を変更するものであり、この制度によって新たな
税負担が生じるものではありません。

　年金から特別徴収（引き落とし）することによりまして、市の窓口や
金融機関に出向く必要がなく納め忘れもありません。また、納期が年４
回から６回になるため１回あたりの負担額が軽減されます。このように
納税の利便性の向上と事務の効率化を目的としています。
　制度へのご理解をよろしくお願いします。

なぜ、年金から市県民税を
特別徴収（引き落とし）す
るのですか？

　老齢基礎年金または昭和60年以前の制度による老齢年金、退職年金等
が対象です。障害年金や遺族年金などからは、市県民税の引き落としは
されません。

特別徴収（引き落とし）の
対象となる年金とはどのよ
うなものですか？

　引き落としされるのは、年金所得の金額から計算した市県民税のみで
す。給与所得や事業所得などの金額から計算した市県民税は、これまで
どおり給与からの特別徴収（引き落とし）または普通徴収で納めていた
だきます。

●市庁舎本館市民税課　市民税係　℡0897－52－1317　（直通）
●東予総合支所税務課　税務係　　℡0898－64－2700　内線121
●丹原総合支所総務課　税務係　　℡0898－68－7300　内線214
●小松総合支所総務課　税務係　　℡0898－72－2111　内線114

年金以外に所得がある場合、
引き落としされる市県民税
額はどうなりますか？

　年金所得で計算した市県民税額は、今後は年金から引き落とすことに
なるため口座振替をご利用できません。ただし、普通徴収で納めていた
だく給与所得や事業所得などの金額から計算した市県民税額や平成21年
６月、８月に納めていただく年金所得で計算した市県民税額は、これま
でどおり口座振替をご利用できます。

　４月、６月、８月は、前年度の２月の税額と同額を引き落とします。
10月、12月、２月は、年税額から４月、６月、８月の税額を差し引いた
残りの額を引き落とします。

これまで口座振替で市県民
税を納付していましたが、
どうなりますか？

平成22年度以降の特別徴収
額はどうなりますか？

　平成21年度は年度途中から制度を開始するため、６月と８月に年税額
の４分の１ずつを普通徴収で納めていただき、10月、12月、２月は年税
額の６分の１ずつを年金から引き落とします。

　特別徴収（引き落とし）開始後に、ほかの市区町村に転出、税額の変
更、年金の支給停止などが発生した場合は、特別徴収（引き落とし）が
中止となり、残りの額を普通徴収の方法で納めていただきます。

平成21年度の納め方はどう
なりますか？

特別徴収（引き落とし）が
中止される場合はあるので
すか？

★今回の改正によって、65歳未満の方についても年金所得の金額から計算した市県民税は、給与から
　特別徴収することができなくなり、普通徴収の方法で納めていただくことになりますので、ご注意
　ください。

算出方法 １／４
税　額

年金所得分

市県民税 これまでの納付方法 これからの納付方法

給与からの特別徴収
または
普通徴収

年金からの特別徴収

給与からの特別徴収
または
普通徴収

給与所得分

その他の所得分
（事業所得、不動産所得など）

１万５千円
月

算出方法 前年度２月と同じ額 22年度の年税額の残り１／３ずつ
税　額
月６月

１／４
１万５千円
８月

１／６
１万円
10月

１／６
１万円
12月

１／６
１万円 １万円
２月 ４月

１万円
６月

１万円
８月

１万円
10月

１万円
12月

１万円
２月

納付書で納める
（普通徴収）

平成21年度の納め方 平成22年度（以降）の納め方
年金からの引き落とし
（特別徴収）

年金からの引き落とし
（特別徴収）
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●東予総合支所税務課　税務係　　℡0898－64－2700　内線121
●丹原総合支所総務課　税務係　　℡0898－68－7300　内線214
●小松総合支所総務課　税務係　　℡0898－72－2111　内線114

年金以外に所得がある場合、
引き落としされる市県民税
額はどうなりますか？

　年金所得で計算した市県民税額は、今後は年金から引き落とすことに
なるため口座振替をご利用できません。ただし、普通徴収で納めていた
だく給与所得や事業所得などの金額から計算した市県民税額や平成21年
６月、８月に納めていただく年金所得で計算した市県民税額は、これま
でどおり口座振替をご利用できます。

　４月、６月、８月は、前年度の２月の税額と同額を引き落とします。
10月、12月、２月は、年税額から４月、６月、８月の税額を差し引いた
残りの額を引き落とします。

これまで口座振替で市県民
税を納付していましたが、
どうなりますか？

平成22年度以降の特別徴収
額はどうなりますか？

　平成21年度は年度途中から制度を開始するため、６月と８月に年税額
の４分の１ずつを普通徴収で納めていただき、10月、12月、２月は年税
額の６分の１ずつを年金から引き落とします。

　特別徴収（引き落とし）開始後に、ほかの市区町村に転出、税額の変
更、年金の支給停止などが発生した場合は、特別徴収（引き落とし）が
中止となり、残りの額を普通徴収の方法で納めていただきます。

平成21年度の納め方はどう
なりますか？

特別徴収（引き落とし）が
中止される場合はあるので
すか？

★今回の改正によって、65歳未満の方についても年金所得の金額から計算した市県民税は、給与から
　特別徴収することができなくなり、普通徴収の方法で納めていただくことになりますので、ご注意
　ください。

算出方法 １／４
税　額

年金所得分

市県民税 これまでの納付方法 これからの納付方法

給与からの特別徴収
または
普通徴収

年金からの特別徴収

給与からの特別徴収
または
普通徴収

給与所得分

その他の所得分
（事業所得、不動産所得など）

１万５千円
月

算出方法 前年度２月と同じ額 22年度の年税額の残り１／３ずつ
税　額
月６月

１／４
１万５千円
８月

１／６
１万円
10月

１／６
１万円
12月

１／６
１万円 １万円
２月 ４月

１万円
６月

１万円
８月

１万円
10月

１万円
12月

１万円
２月

納付書で納める
（普通徴収）

平成21年度の納め方 平成22年度（以降）の納め方
年金からの引き落とし
（特別徴収）

年金からの引き落とし
（特別徴収）
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　西条図書館、丹原図書館のオープンに伴い、市内の４図
書館共通で利用できる、新しい図書館利用カードの運用を
本格的に開始します。
　利用者へのサービス向上を図るため、このカードの運用
によって、市内４館で借りた図書資料は、４館どこへでも
返却が可能となりました。
　図書館をご利用の際は、新しい図書館利用カードの登録
手続きを行ってください。
■登録手続きに必要なもの
○氏名・住所・生年月日が確認できるもの（保険証など）
○以前使用していた図書館利用カード（持っている方）

西条図書館では平成21年度の新規事業として、下表の講座・読み聞かせ等を実施する予定です。
申込方法など詳しくは、西条図書館へお問い合わせください。

■６月１日からの市内各図書館の開館時間・休館日

■図書資料の貸出冊数・点数、貸出期間（全館共通）

西条図書館
９時～22時
※オープン初日は13時

丹原図書館
９時～19時
※オープン初日は13時

館名・開館時間

区　　　分 貸出冊数・点数 貸出期間

図書、雑誌 10冊まで ２週間以内

１週間以内視聴覚資料 ２点まで

休　館　日
そ　の　他週　休　日

小松温芳図書館
９時～19時

東予図書館
９時～19時

年末年始、月末
祝日の翌日
特別整理期間

年末年始、月末
祝日の翌日
特別整理期間

年末年始、月末
祝日の翌日
特別整理期間

年末年始、月末
特別整理期間

金　曜　日

な　　　し

月　曜　日

水　曜　日

●西条図書館　℡0897－56－2668　　●丹原図書館　℡0898－68－8711
●東予図書館　℡0898－65－4797　　●小松温芳図書館　℡0898－72－5634
※移動図書館車「カワセミ号」については西条図書館へお問い合わせください。

子ども読書推進講座
『新開孝講演会』

事　業　名 日　程　等 事　業　名 日　程　等

読み聞かせ講座
『おはなし会』実演・講演

読み聞かせ講座
『子どもと本の出会い講座』

日程：７月30日㈭
対象：小学生～一般
定員：100人

子ども読書推進講座
『ブックトーク講座』

日程：10月（予定）
対象：小学生～一般
定員：100人

子ども読書推進講座
『アニマシオン講座』

文学講座
『古典文学　～源氏物語～』

おはなし会
①『読み聞かせ・お話会』
②『ぴよぴよお話会』
③『出張おはなし会』

歴史講座
『ふるさと探訪講座』

読書会『輪読会』
日程：平成22年２月（予定）
対象：一般　　定員：100人

日程：９月～平成22年３月
※月１回開催
対象：一般　　定員：20人

日程：７月～平成22年３月
　　　①…第２土曜日
　　　②…第１・３水曜日
　　　③…第４金曜日
対象：幼児・児童・保護者
※自由参加

日程：７月～平成22年３月
※月１回開催
対象：一般　　定員：50人

日程：７月～平成22年３月
※月１回開催
対象：一般　　定員：50人

日程：８月（予定）
対象：幼児～一般
定員：100人

日程：10月（予定）
対象：一般　　定員：100人

※図書、雑誌、視聴覚資料を合わせての貸出は、総数10冊（点）まで。
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　西条図書館、丹原図書館のオープンに伴い、市内の４図
書館共通で利用できる、新しい図書館利用カードの運用を
本格的に開始します。
　利用者へのサービス向上を図るため、このカードの運用
によって、市内４館で借りた図書資料は、４館どこへでも
返却が可能となりました。
　図書館をご利用の際は、新しい図書館利用カードの登録
手続きを行ってください。
■登録手続きに必要なもの
○氏名・住所・生年月日が確認できるもの（保険証など）
○以前使用していた図書館利用カード（持っている方）

西条図書館では平成21年度の新規事業として、下表の講座・読み聞かせ等を実施する予定です。
申込方法など詳しくは、西条図書館へお問い合わせください。

■６月１日からの市内各図書館の開館時間・休館日

■図書資料の貸出冊数・点数、貸出期間（全館共通）

西条図書館
９時～22時
※オープン初日は13時

丹原図書館
９時～19時
※オープン初日は13時

館名・開館時間

区　　　分 貸出冊数・点数 貸出期間

図書、雑誌 10冊まで ２週間以内

１週間以内視聴覚資料 ２点まで

休　館　日
そ　の　他週　休　日

小松温芳図書館
９時～19時

東予図書館
９時～19時

年末年始、月末
祝日の翌日
特別整理期間

年末年始、月末
祝日の翌日
特別整理期間

年末年始、月末
祝日の翌日
特別整理期間

年末年始、月末
特別整理期間

金　曜　日

な　　　し

月　曜　日

水　曜　日

●西条図書館　℡0897－56－2668　　●丹原図書館　℡0898－68－8711
●東予図書館　℡0898－65－4797　　●小松温芳図書館　℡0898－72－5634
※移動図書館車「カワセミ号」については西条図書館へお問い合わせください。

子ども読書推進講座
『新開孝講演会』

事　業　名 日　程　等 事　業　名 日　程　等

読み聞かせ講座
『おはなし会』実演・講演

読み聞かせ講座
『子どもと本の出会い講座』

日程：７月30日㈭
対象：小学生～一般
定員：100人

子ども読書推進講座
『ブックトーク講座』

日程：10月（予定）
対象：小学生～一般
定員：100人

子ども読書推進講座
『アニマシオン講座』

文学講座
『古典文学　～源氏物語～』

おはなし会
①『読み聞かせ・お話会』
②『ぴよぴよお話会』
③『出張おはなし会』

歴史講座
『ふるさと探訪講座』

読書会『輪読会』
日程：平成22年２月（予定）
対象：一般　　定員：100人

日程：９月～平成22年３月
※月１回開催
対象：一般　　定員：20人

日程：７月～平成22年３月
　　　①…第２土曜日
　　　②…第１・３水曜日
　　　③…第４金曜日
対象：幼児・児童・保護者
※自由参加

日程：７月～平成22年３月
※月１回開催
対象：一般　　定員：50人

日程：７月～平成22年３月
※月１回開催
対象：一般　　定員：50人

日程：８月（予定）
対象：幼児～一般
定員：100人

日程：10月（予定）
対象：一般　　定員：100人

※図書、雑誌、視聴覚資料を合わせての貸出は、総数10冊（点）まで。
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「おいでや　あそぼや　まちよるけん」     
　　　　　　　　  〈2009 夏彩祭 in 壬生川　実行委員会〉

　今回は、今年で５回目を迎える「夏彩祭   in  壬生川」の
実施に向け、まさに縁の下の力持ちとなって準備を進めて
いる実行委員会の皆さんを紹介します。
　「夏彩祭   in  壬生川」は「東予の夕べ」時代から通算す
ると、30年以上続いている東予地域の夏の一大イベントで
　　　　　　　　　　　　　　　す。今年も「明るく豊か
　　　　　　　　　　　　　　　な社会の実現」「こころ
　　　　　　　　　　　　　　　に残るふるさとづくり」
　　　　　　　　　　　　　　　という２つのテーマのも
　　　　　　　　　　　　　　　と、「不景気をぶっとば
　　　　　　　　　　　　　　　そう」を合言葉に、心に
　　　　　　　　　　　　　　　残る素晴らしい催しにし
　

　「土のめぐみ」夏便　　
                                            ～丹原の味をお届けします～

　西条市生活研究協議会丹原支部（６グループ・21名）が
お届けする「土のめぐみ」夏便も、今年で10周年を迎えま
した。地球温暖化や原材料費の高騰など、非常に厳しい状
況の中、それぞれの会員が作ったこだわりの農産物や自慢
の加工品を集め、販売開始当時の価格を守りつつ「土のめ
ぐみ」夏便を続けてきました。
　ジャガイモ・坊ちゃんカボチャ・タマネギといった新鮮
野菜をはじめ、タケノコの水煮・柿ようかん・きゅうりの
からし漬け・梅干しなど、愛情たっぷりの加工品をセット
にし、盛りだくさんの内容に安全と安心を添えて「ふるさ
と丹原の味」を皆さんにお届けします。今年は７月27日㈪
の発送です。ぜひご利用ください。

◆料金　１個 3,000円（消費税・送料込み）
◆申込期間　６月25日㈭～７月15日㈬
◆申込先　西条市生活研究協議会丹原支部グループ員また
　は丹原総合支所農林水産課（なお、郵便振替で丹原郵便
　局 01680－0－20772「土のめぐみ実行委員会」口座に、
　料金を振り込み申し込むこともできます）
◆問合せ　目見田（℡0898-64-0481）、松木（℡0898-68-
　6478・℡090-4787-3084）、桑村（℡0898-68-0249）、
　丹原総合支所農林水産課（℡0898-68-7300　内線236）

たいと委員さんが一丸となり、いろいろなアイデアを出し
合っています。
　今回も、昨年大好評を博した「ダンス夏彩祭」をはじめ、
各種イベントを計画しており、実行委員会では今川委員長
のもと、企画、設営、総務等の各専門部の委員さんが、８
月９日㈰の本番に向けて、定期的に委員会を開き意見交換
を行っています。
　実行委員会の皆さんの汗と
知恵の結晶が、市民の皆さん
も楽しみにしている、地域に
根ざしたすてきな夏の風物詩
をもたらすことでしょう。
　今年の夏も「夏彩祭   in  壬
生川」で熱く盛り上がりまし
ょう！

　各総合支所管内での身近な出来事や話題などを毎月お知らせするコー
ナーです。

▲

こ
だ
わ
り
の
新
鮮
野
菜

とラリーが続き、良い運動になり
ますが、失敗してもボールを追い
かけたり、声を掛け合ったり、笑
ったりすることで、ストレス発散
にもなります。普段運動をしてい
ない方も、ニュースポーツ教室で
生活に運動を取り入れてみません
か。申し込みの必要はありませんので、小松体育館に直接
お越しください。
◆開催日時　毎月第２水曜日　20時～22時　
◆種目 スカッシュバレー：6/10、7/8、9/9、10/14
     　　バドミントン：11/11、12/9、1/13、2/10、3/10
◆場所　小松体育館
◆問合せ　小松総合支所総務課内　西条市体育指導委員協
　議会（小松地区）事務局（℡0898－72－2111 内線218）

　　今年もやります！
　　　　　　　　　　　　　～ニュースポーツ教室～

　昨年もこの「支所だより」でご案内した西条市体育指導
委員協議会（小松地区）主催のニュースポーツ教室を、今
年も開催します。ニュースポーツとは、子どもから高齢者
まで気軽に楽しむことができるスポーツで、小松中央公園
に専用コースがあるグラウンドゴルフもその一つです。
　今年は、スカッシュバレーとバ
ドミントンの２種目を行います。
スカッシュバレーは、バドミント
ン用コートに１チーム３人ずつで
行うバレーですが、必ず１人１回
ボールに触って３回で相手コート
に返さないといけません。慣れる

▲ 

昨
年
の
に
ぎ
わ
い

▲ 

大
熱
戦
を
展
開

▲  実行委員会の様子

▲ 

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
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株
式
会
社 

飯
尾
電
機
（
港
）

■
得
意
技
は
巻
線
技
術

　
「
巻
線
技
術
は
、
モ
ー
タ
ー
の

巻
線
や
電
磁
コ
イ
ル
を
製
造
す
る

技
術
で
す
。
日
本
は
世
界
一
の
モ

ー
タ
ー
生
産
量
を
誇
っ
て
い
ま
す

が
、
生
産
の
中
心
は
海
外
へ
と
移

行
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
特

殊
電
磁
コ
イ
ル
製
造
や
モ
ー
タ
ー

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
、
質
の
高
い

技
術
を
お
客
様
に
提
供
し
よ
う
と

考
え
て
い
ま
す
」
と
、
㈱
飯
尾
電

機
の
飯
尾
卓
士
社
長
は
語
る
。

  

飯
尾
社
長
は
二
代
目
。
昭
和
48

年
に
西
条
市
へ
移
転
し
、
大
手
機

械
メ
ー
カ
ー
の
要
望
な
ど
を
受
け

て
昭
和
63
年
に
法
人
化
し
た
。

　

飯
尾
電
機
の
特
徴
は
、
近
年
技

術
者
が
極
め
て
少
な
く
な
っ
た
巻

線
技
術
を
有
し
、
脈
々
と
事
業
運

営
を
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
巻

線
コ
イ
ル
モ
ー
タ
ー
は
あ
ら
ゆ
る

動
力
源
と
し
て
重
要
な
存
在
で
あ

る
が
、
専
門
の
メ
ー
カ
ー
に
て
安

価
な
製
品
が
製
造
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
修
理
か
ら
新
規
品
取
り
替

え
の
風
潮
が
進
行
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、

各
工
場
で
稼
働
す
る
特
殊
仕
様
モ

ー
タ
ー
の
製
造
や
緊
急
補
修
な
ど

の
電
磁
巻
線
コ
イ
ル
は
、
飯
尾
電

機
の
質
の
高
い
巻
線
技
術
が
必
要

な
の
で
あ
る
。

■
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
部
門
と
の
両
輪

　

飯
尾
電
機
で
は
、
特
殊
用
途
の

電
磁
コ
イ
ル
製
作
事
業
と
産
業
用

モ
ー
タ
ー
中
心
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

事
業
を
持
ち
、
飯
尾
電
機
を
支
え

る
両
輪
と
な
っ
て
い
る
。
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
事
業
に
は
、
明
確
な
図
面

情
報
等
が
な
い
中
で
、
あ
ら
ゆ
る

問
題
に
対
応
で
き
る
高
い
技
術
力

が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
基
幹
と
な

る
の
が
巻
線
技
術
で
あ
る
。

　

ま
た
、
地
域
か
ら
巻
線
技
術
を

有
す
る
職
人
が
消
え
て
い
く
中
、

飯
尾
電
機
で
は
比
較
的
若
い
職
人

が
巻
線
技
術
を
修
得
し
て
お
り
、

コ
ス
ト
面
等
の
課
題
を
い
か
に
解

決
し
な
が
ら
職
人
を
育
て
て
い
く

の
か
が
次
な
る
課
題
で
あ
る
。

　
「
技
術
者
が
少
な
く
な
る
中
、

何
に
で
も
取
り
組
め
る
職
人
を
育

て
た
い
。
我
々
の
仕
事
は
量
産
で

は
な
い
が
、
個
人
と
し
て
の
技
能

は
高
く
な
り
ま
す
」
次
世
代
に
向

け
た
飯
尾
社
長
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が

続
い
て
い
る
。

（
レ
ポ
ー
タ
ー
…
技
術
相
談
室

ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

和
田
）

　産業情報支援センターの運営組織である
㈱西条産業情報支援センター（愛称：サイ
クス）の各種情報をお知らせします。
　今月は市内企業を紹介する「我が社の得
意技」や「わくわく化学教室＆工場見学」
についてお知らせします。

55

開
催
し
ま
す
！

わ
く
わ
く
化
学
教
室
＆
工
場
見
学

サ
イ
ク
ス
か
ら
の
事
業
報
告

▲産業用モーターメンテナンスの様子

▲飯尾電機の外観

▲自社の取り組みについて語る
　飯尾社長

　

化
学
の
お
も
し
ろ
さ
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
ク
ラ
レ
西
条
事
業

所
で
、「
わ
く
わ
く
化
学
教
室
＆

工
場
見
学
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
テ
ー
マ　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フ
ィ

ル
ム
っ
て
ど
ん
な
も
の
？

■
日
時　

６
月
20
日
㈯　
　
　
　

　

９
時
～
13
時　
（
昼
食
付
）

■
対
象　

小
学
５
・
６
年
生　
　

　
　

（
保
護
者
の
同
伴
も
可
能
）

■
定
員　

36
人　
　
　
　
　
　
　

※
申
込
者
が
多
数
の
場
合
は
、
抽

　

選
で
決
定
し
ま
す
。

■
場
所　

ク
ラ
レ
西
条
事
業
所　

　
　
　
　
　

（
朔
日
市
８
９
２
）

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
方
法

　

６
月
３
日
㈬
ま
で
に
、
産
業
情

報
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
な
お
、
産
業
情
報
支
援
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
申

し
込
み
も
で
き
ま
す
。

　

申
込
用
紙
は
学
校
を
通
じ
て
配

布
し
て
い
ま
す
。
産
業
情
報
支
援

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。
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平
成
17
年
４
月
１
日
～
平
成
21

年
３
月
31
日
の
間
に
戦
没
者
等
の

ご
遺
族
（
妻
や
父
母
な
ど
）
が
亡

く
な
ら
れ
た
こ
と
で
、
平
成
21
年

４
月
１
日
時
点
に
公
務
扶
助
料
や

遺
族
年
金
の
受
給
権
者
が
い
な
い

場
合
に
限
り
、
第
９
回
特
別
弔
慰

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
前
回
ま
で
の
特
別
弔
慰
金
受
給

権
者
（
時
効
に
よ
る
失
権
を
含

む
）
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
支
給
対
象
者

　

次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
戦

没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
お

一
人
に
対
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

⑴　

弔
慰
金
の
受
給
権
者

⑵　

戦
没
者
等
の
子

⑶　

戦
没
者
等
と
生
計
を
共
に
し

て
お
り
、
か
つ
戦
没
者
等
と
氏

が
同
じ
で
あ
る
①
父
母
②
孫
③

祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

⑷　

⑶
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖

父
母
④
兄
弟
姉
妹

⑸　

⑴
～
⑷
以
外
の
ご
遺
族
で
、

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
を
有

し
て
い
た
三
親
等
内
の
親
族

■
支
給
内
容　

額
面
24
万
円
、
６

年
償
還
の
記
名
国
債

■
請
求
期
限　

平
成
24
年
４
月
２

日
（
請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
受
給

資
格
が
消
滅
し
ま
す
）

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

総
務
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
８
８

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
等

の
事
変
地
ま
た
は
戦
地
の
区
域
に

派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
従

事
さ
れ
た
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護

看
護
婦
お
よ
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看

護
婦
の
方
（
慰
労
給
付
金
受
給
者

を
除
く
）
に
対
し
、
そ
の
ご
労
苦

に
報
い
る
た
め
内
閣
総
理
大
臣
名

の
書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

■
請
求
期
限

　

平
成
23
年
３
月
31
日

※
書
状
贈
呈
の
請
求
書
は
市
庁
舎

別
館
社
会
福
祉
課
・
各
総
合
支

所
市
民
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

総
務
省
大
臣
官
房
総

務
課
管
理
室　

業
務
担
当

ＴＥＬ
０
３

－

５
２
５
３

－

５
１
８
２

19
日　

軽
自
動
車
税
全
期
分
の
督

促
状
の
発
送

30
日　

市
県
民
税
第
１
期
分
の
納

期
限

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
１
０
０
円

の
督
促
料
と
延
滞
金
を
い
た
だ

き
ま
す
。

※
口
座
振
替
ご
利
用
の
方
は
、
納

期
限
日
の
残
高
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

■西条市庁舎
　℡0897－56－5151

■東予総合支所
　℡0898－64－2700

■丹原総合支所
　℡0898－68－7300

■小松総合支所
　℡0898－72－2111

市役所への
お問い合わせ先

戦
没
者
等
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
さ
れ
た
方
へ

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
贈
呈

６
月
の
市
税
ご
よ
み

定額給付金、子育て応援特別手当の申請はお済みですか？
申請期間は平成21年10月15日㈭まで！

　定額給付金、子育て応援特別手当の申請書を、去る４月
15日㈬に発送しましたが、申請はお済みですか？
　申請期間は、平成21年10月15日㈭までです。
　申請をまだ済まされていない方は、早めに申請をしてく
ださい。

■申請書が届いていない方はご連絡ください
　西条市で定額給付金、子育て応援特別手当の給付対象に
なると思われるのに、申請書が届いていない方は、早急に
西条市役所定額給付金事務局へご連絡ください。

　振り込め詐欺、個人情報の詐取などの防止を図るため、
市へ提出された申請書類に記入漏れなどの不備があった場
合は、市から電話によるお問い合わせは一切行わず、郵送
のみでやりとりをさせていただきますので、ご理解を賜り
ますようお願い申し上げます。
　国や県、市（の職員）などをかたった電話がかかってき
たり、不審な郵便が届いたりした場合は、西条市役所定額
給付金事務局または最寄りの警察署へご連絡ください。

○西条市役所　定額給付金事務局（市庁舎別館５階）
　℡0897－52－1492　　℡0897－56－5316　　℡0897－56－5317　　※いずれの番号も直通で事務局につながります。
○東予総合支所（３階）、丹原総合支所（１階）、小松総合支所（１階）

定額給付金、子育て応援特別手当の担当窓口　【窓口開設時間】月～金曜日（祝日除く）　８時30分～17時15分

「振り込め詐欺」「個人情報の詐取」防止のため
電話によるお問い合わせは一切行いません！
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年
金
加
入
期
間
や
加
入
実
績
に

応
じ
た
年
金
額
な
ど
、
年
金
に
関

す
る
情
報
を
定
期
的
に
ご
確
認
い

た
だ
き
、
年
金
制
度
に
対
す
る
ご

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

社
会
保
険
庁
で
は
今
年
４
月
か
ら

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
を
送
付
し

て
い
ま
す
。
（
平
成
22
年
１
月
か

ら
は
日
本
年
金
機
構
が
送
付
）

■
送
付
対
象
・
周
期

　

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
の
被
保

険
者
に
対
し
て
、
毎
年
誕
生
月
に

送
付
し
ま
す
。

※
１
日
生
ま
れ
の
方
は
誕
生
日
の

前
月
に
送
付
。
４
月
１
日
生
ま

れ
の
方
は
、
平
成
22
年
３
月
が

初
回
の
送
付
と
な
り
ま
す
。

■
お
知
ら
せ
す
る
内
容

○
平
成
21
年
度

　

す
べ
て
の
被
保
険
者
の
方
に
共

済
組
合
員
記
録
に
係
る
情
報
を
除

い
た
、
こ
れ
ま
で
の
国
民
年
金
、

厚
生
年
金
の
加
入
記
録
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

①
年
金
加
入
期
間
（
加
入
月
数
、

納
付
済
月
数
な
ど
）

②
年
金
見
込
額
（
50
歳
未
満
の
方

に
は
加
入
実
績
に
応
じ
た
年
金

見
込
額
。
50
歳
以
上
の
方
に
は

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
作
成
時

点
の
加
入
制
度
に
引
き
続
き
加

入
し
た
場
合
の
将
来
の
年
金
見

込
額
）

※
既
に
年
金
受
給
中
（
全
額
停
止

中
も
含
む
）
の
方
に
は
年
金
見

込
額
は
お
知
ら
せ
し
ま
せ
ん
。

③
保
険
料
の
納
付
額
（
被
保
険
者

負
担
分
累
計
）

④
年
金
加
入
履
歴
（
加
入
制
度
、

事
業
所
名
称
、
被
保
険
者
資
格

取
得
・
喪
失
年
月
日
な
ど
）

⑤
厚
生
年
金
の
す
べ
て
の
期
間
の

月
毎
の
標
準
報
酬
月
額
・
賞
与

額
、
保
険
料
納
付
額

⑥
国
民
年
金
の
す
べ
て
の
期
間
の

月
毎
の
保
険
料
納
付
状
況
（
納

付
、
未
納
、
免
除
な
ど
の
別
）

○
平
成
22
年
度
以
降

　

前
記
①
～
③
を
更
新
し
た
内
容

と
、
前
記
⑤
⑥
の
直
近
１
年
分
の

内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

節
目
年
齢
時
（
35
歳
、
45
歳
、

58
歳
）
の
方
に
対
し
て
は
、
前
記

①
～
⑥
を
更
新
し
た
内
容
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

■
問
合
せ

○
ね
ん
き
ん
定
期
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

ＴＥＬ
０
５
７
０

－

０
５
８

－

５
５
５

○
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
用
の
ね
ん

き
ん
定
期
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

ＴＥＬ
０
３

－

６
７
０
０

－

１
１
４
４

○
新
居
浜
社
会
保
険
事
務
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
５

－

１
３
０
０

　

平
成
21
年
度
の
市
民
税
が
非
課

税
と
な
っ
て
い
る
世
帯
の
方
は
、

申
請
を
し
て
「
介
護
保
険
負
担
限

度
額
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
る

と
、
介
護
保
険
施
設
を
利
用
し
た

際
の
食
費
と
居
住
費
が
一
部
減
額

さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
入
所
中
で
該
当
す
る
方

は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

す
で
に
認
定
証
を
持
っ
て
い
る

方
も
６
月
30
日
㈫
が
有
効
期
限
と

な
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
利
用

さ
れ
る
方
は
、
７
月
31
日
㈮
ま
で

に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
介
護
保
険
施
設

○
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
）

○
介
護
老
人
保
健
施
設

○
介
護
療
養
型
医
療
施
設

■
申
請
に
必
要
な
も
の

○
介
護
保
険
被
保
険
者
証

○
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証

※
認
定
証
は
持
っ
て
い
る
方
。

■
申
請
先

○
市
庁
舎
別
館
高
齢
介
護
課

　

介
護
認
定
給
付
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
２
３

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

現
在
、
使
用
し
て
い
る
重
度
心

身
障
害
者
と
母
子
家
庭
の
医
療
費

受
給
者
証
は
、
６
月
30
日
㈫
で
有

効
期
限
が
満
了
し
ま
す
。

　

７
月
１
日
㈬
か
ら
は
、
新
し
い

受
給
者
証
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
更
新
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
手
続
き
の
必
要
な
方
に

は
案
内
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

　

受
給
資
格
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
申
請
を
し
て
い
な
い
方
は
、

担
当
課
で
申
請
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
平
成
20
年
中

の
所
得
税
が
非
課
税
の
た
め
新
た

に
該
当
す
る
方
の
申
請
受
付
は
、

６
月
末
か
ら
と
な
り
ま
す
。

■
更
新
手
続
き
が
不
要
な
方

　

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級

②
療
育
手
帳
Ａ
③
身
体
障
害
者
手

帳
３
～
６
級
と
療
育
手
帳
Ｂ
の
両

方
の
う
ち
、
①
～
③
い
ず
れ
か
を

所
持
す
る
方
。

■
更
新
・
申
請
場
所

○
市
庁
舎
本
館
国
保
医
療
課

　

医
療
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
２

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

■重度心身障害者・母子家庭医療費受給者証の資格等

対　　　　象 所得税要件

重
度
心
身
障
害
者

母
子
家
庭

種別
受　給　資　格 更新・申請時に

必要なもの

身体障害者手帳１・２級

身体障害者手帳３級

療育手帳Ｂ

身体障害者手帳３～６級と
療育手帳Ｂ

療育手帳Ａ

配偶者が障害などで母子家庭
と同様の事情にある方

祖母と孫、姉と弟妹、父母のい
ない児童など、準母子家庭の方

母と同じ保険に加入している
20歳までの児童（学生の方は
この限りではありません）

生計維持者
（母）が
非課税

な　し

非課税世帯

身体障害者手帳
療育手帳
保険証、印鑑
※１、※３

※１　重度心身障害者で西条市内に住民登録をしていない児童、母子家庭で18歳以上の
　　学生（高校生を除く）は、証明日付が平成21年４月以降の在学証明書が必要です。
※２　平成21年１月２日以降に転入した方は、所得税が非課税と分かる書類（課税証明
　　書、源泉徴収票など）が必要です。市外に住所がある重度心身障害者で、西条市の
　　国民健康保険証を持っている方も、所得税が非課税と分かる書類が必要です。
※３　年度ごとの更新手続きを行う必要はありません。

身体障害者手帳
療育手帳
保険証、印鑑
受給者証（更新者）
※１、※２

保険証、印鑑
受給者証（更新者）
※１、※２

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
を
毎
年

お
届
け
し
ま
す

介
護
保
険
施
設
利
用
時
の

食
費
と
居
住
費
を
減
額
し
ま
す

重
度
心
身
障
害
者
・
母
子
家
庭

医
療
費
受
給
者
証
の
更
新
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児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は

６
月
30
日
㈫
ま
で
に
「
現
況
届
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
が

な
い
と
、
６
月
分
以
降
の
児
童
手

当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

６
月
初
旬
に
該
当
者
へ
現
況
届

を
送
付
し
ま
す
。
届
か
な
か
っ
た

場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先

○
市
庁
舎
別
館
女
性
児
童
福
祉
課

　

子
育
て
支
援
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
３
７

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

６
月
は
下
水
道
に
係
る
受
益
者

負
担
金
・
分
担
金
の
第
１
期
の
納

期
で
す
。
最
寄
り
の
金
融
機
関
で

納
め
て
く
だ
さ
い
。

■
納
期
限　

６
月
30
日
㈫

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
下
水
道
業
務
課

　

下
水
道
業
務
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
４

○
東
予
総
合
支
所
建
設
管
理
課

　

上
下
水
道
係

■
補
助
の
対
象
者

　

自
ら
が
居
住
す
る
市
内
の
住
宅

に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置

す
る
方
（
補
助
申
請
の
年
度
内
に

設
置
工
事
が
完
了
す
る
こ
と
）

■
補
助
金
額

　

シ
ス
テ
ム
を
構
成
す
る
太
陽
電

池
の
最
大
出
力
値
に
、
１
キ
ロ
ワ

ッ
ト
当
た
り
１
万
円
を
乗
じ
て
得

た
額
を
交
付
し
ま
す
。

　

最
大
出
力
値
の
上
限
は
4
キ
ロ

ワ
ッ
ト
（
４
万
円
）
で
す
。

■
補
助
金
交
付
の
申
請
方
法

①
補
助
金
の
予
約
申
請

　

補
助
金
交
付
予
約
申
請
書
に
関

係
書
類
を
添
え
て
市
に
提
出
し
ま

す
。
（
予
約
申
請
の
受
付
期
間
は

６
月
１
日
㈪
～
平
成
22
年
１
月
29

日
㈮
）

②
補
助
金
の
交
付
申
請

　

設
置
工
事
が
完
了
し
た
後
、
補

助
金
交
付
申
請
書
に
関
係
書
類
を

添
え
て
市
に
提
出
し
ま
す
。

③
補
助
金
の
請
求

　

補
助
金
の
交
付
決
定
通
知
を
受

け
た
後
、
市
に
補
助
金
交
付
請
求

書
を
提
出
し
ま
す
。

※
市
へ
提
出
す
る
申
請
書
等
の
様

式
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
そ
の
他

○
設
置
し
た
シ
ス
テ
ム
を
法
定
耐

用
年
数
の
期
間
内
に
処
分
し
た

場
合
は
、
補
助
金
を
返
還
し
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
シ
ス
テ
ム
設
置
後
、
参
考
デ
ー

タ
の
提
供
に
ご
協
力
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。（
２
年
間
）

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
産
業
振
興
課

　

産
業
政
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
０

■
補
助
の
対
象
者

　

公
共
下
水
道
の
認
可
区
域
外
・

集
合
処
理
区
域
外
に
お
い
て
、
主

に
居
住
を
目
的
と
し
た
住
宅
に
合

併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
方
、

も
し
く
は
同
区
域
外
に
お
い
て
、

く
み
取
り
便
槽
や
単
独
処
理
浄
化

槽
（
ト
イ
レ
の
汚
水
の
み
処
理
す

る
浄
化
槽
）
か
ら
合
併
処
理
浄
化

槽
に
変
更
す
る
方

■
補
助
金
の
限
度
額

○
５
人
槽　
　

46
万
３
０
０
０
円

○
７
人
槽　
　

61
万
５
０
０
０
円

○
10
人
槽　
　

88
万
６
０
０
０
円

※
補
助
基
数
は
予
算
の
範
囲
内
で

の
交
付
と
な
り
ま
す
の
で
、
設

置
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、
早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
補
助
金
の
上
乗
せ

　

市
内
の
水
資
源
環
境
を
守
る
た

め
、
加
茂
川
水
系
山
間
部
に
設
置

す
る
方
に
は
、
補
助
金
を
上
乗
せ

し
て
交
付
し
て
い
ま
す
。

■
上
乗
せ
の
限
度
額

○
５
人
槽　
　

２
万
７
０
０
０
円

○
７
人
槽　
　

３
万
４
０
０
０
円

○
10
人
槽　
　

４
万
８
０
０
０
円

■
問
合
せ　

市
庁
舎
別
館
環
境
衛

生
課　

衛
生
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
６
１

児
童
手
当
の

現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

下
水
道
受
益
者
負
担
金
・
分
担

金
の
納
期

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
設
置
費
を
補
助
し
ま
す

　水は命の源です。水道水は、私たちの日常生活を支える
重要な役割を果たしています。私たちがこれからも安全で
おいしい水を安定的に確保できるよう、一人ひとりが水の
大切さを考え、上手な使い方を心がけましょう。

問合せ　○市庁舎本館水道業務課
　　　　　水道料金係　℡0897－52－1584
　　　　○各総合支所建設管理課
　　　　　上下水道係（東予）　水道係（丹原・小松）

　漏水は貴重な水を無駄にするだけでなく、高額な水道料
金を支払うことになります。月に１度は水道メーターなど
を確認し、漏水を早期に発見・修理しましょう。
●漏水のチェック方法
　宅地内の蛇口をすべて閉
めた状態で水道メーターの
パイロットマークが回って
いれば、漏水の可能性があ
ります。
　漏水が疑われるときは、
西条市指定給水装置工事事
業者に調査・修理を依頼してください（調査・修理費用等
は、お客様の負担となります）。工事事業者が分からない
場合は、担当課へお問い合わせください。

こまめな点検で漏水を早期に発見しましょう！

パイロットマーク

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
費
を

補
助
し
ま
す
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平
成
21
年
度
の
保
育
料
を
左
表

の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　

保
育
料
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、

保
護
者
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め

次
の
措
置
を
行
い
、
県
内
他
市
と

比
べ
て
低
額
な
保
育
料
と
な
っ
て

い
ま
す
。

■
保
育
料
の
軽
減
措
置

○
保
育
料
の
一
部
を
市
が
負
担

　

国
の
定
め
る
保
護
者
徴
収
金
の

一
部
を
市
が
負
担
（
平
成
20
年
度

は
児
童
１
人
当
た
り
年
額
６
万
９

７
８
４
円
。
県
内
平
均
は
年
額
４

万
４
６
４
５
円
）
し
て
い
ま
す
。

○
第
２
子
半
額
制
度

　

１
世
帯
で
２
人
の
児
童
が
保
育

所
ま
た
は
幼
稚
園
に
入
所
・
入
園

し
、
年
齢
の
低
い
児
童
が
保
育
所

に
入
所
し
て
い
る
場
合
、
年
齢
の

低
い
児
童
の
保
育
料
を
半
額
と
し

て
い
ま
す
。

○
第
３
子
以
降
無
料
制
度

　

１
世
帯
で
３
人
以
上
の
児
童
が

保
育
所
ま
た
は
幼
稚
園
に
入
所
・

入
園
し
て
い
る
場
合
、
保
育
所
に

入
所
し
て
い
る
３
人
目
以
降
の
保

育
料
を
無
料
と
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ　

市
庁
舎
別
館
女
性
児

童
福
祉
課　

保
育
児
童
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
３
７

　

９
月
６
日
㈰
開
催
の
市
民
総
合

体
育
大
会
開
会
式
で
、
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
に
努
め
た
方
々
や
大
会
で

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
方
々
の
表

彰
を
行
い
ま
す
。

　

表
彰
の
対
象
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
方
が
い
ま
し
た
ら
、
ス
ポ
ー
ツ

健
康
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
表
彰
の
種
類

○
ス
ポ
ー
ツ
振
興
功
労
賞

○
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
指
導
者
賞

○
ス
ポ
ー
ツ
最
優
秀
賞

○
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞

○
市
民
ス
ポ
ー
ツ
賞

■
表
彰
の
対
象
者

○
市
内
に
居
住
す
る
方

○
市
内
に
拠
点
を
お
く
ス
ポ
ー
ツ

団
体

○
市
内
に
あ
る
学
校
ま
た
は
事
業

所
に
在
籍
す
る
方

■
表
彰
の
対
象
期
間

　

平
成
20
年
７
月
１
日
～
平
成
21

年
６
月
30
日

■
表
彰
の
推
薦
者

　

㈶
西
条
市
体
育
協
会
各
種
目
団

体
、
そ
の
他
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体

■
推
薦
期
限　

７
月
３
日
㈮

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
５

　

市
内
の
小
・
中
学
校
で
使
用
し

て
い
る
教
科
書
を
展
示
し
ま
す
。

　

会
場
内
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
で

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

■
展
示
期
間

　

６
月
19
日
㈮
～
７
月
８
日
㈬

■
展
示
会
場

○
こ
ど
も
の
国
（
月
曜
日
休
館
）

○
丹
原
総
合
支
所
（
土
・
日
曜
日

休
み
）

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
学
校
教
育
課

　

学
務
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－
５
２

－

１
２
５
２

　

６
月
１
日
現
在
で
、
新
た
に
登

録
さ
れ
る
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を

行
い
ま
す
。

■
新
規
登
録
者

　

平
成
元
年
３
月
３
日
～
同
年
６

月
２
日
に
生
ま
れ
た
方
お
よ
び
平

成
20
年
12
月
２
日
～
平
成
21
年
３

月
１
日
に
転
入
の
届
出
を
し
た
方

で
、
平
成
21
年
６
月
１
日
現
在
に

お
い
て
、
平
成
21
年
３
月
２
日
か

ら
引
き
続
き
西
条
市
の
住
民
基
本

台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方
。

■
縦
覧
期
間

　

６
月
３
日
㈬
～
７
日
㈰

　

８
時
30
分
～
17
時

■
縦
覧
場
所
・
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
３
階

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９
７

－
５
２

－

１
２
６
３

　

道
路
や
公
園
、
他
人
の
敷
地
な

ど
で
犬
の
フ
ン
が
放
置
さ
れ
、
フ

ン
害
の
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

一
部
の
心
な
い
飼
い
主
が
街
の

環
境
を
悪
化
さ
せ
、
た
く
さ
ん
の

人
に
不
快
な
思
い
や
迷
惑
を
か
け

て
い
ま
す
。

　

フ
ン
害
は
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
・

モ
ラ
ル
の
問
題
で
、
飼
い
主
の
責

任
で
す
。
犬
の
フ
ン
は
飼
い
主
が

責
任
を
持
っ
て
必
ず
片
付
け
て
、

持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

■平成21年度　保育料一覧表 保
育
料
が
決
定
し
ま
し
た

西
条
市
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
に
ふ
さ

わ
し
い
方
を
ご
推
薦
く
だ
さ
い

教
科
書
を
展
示
し
ま
す

６
月
定
時
登
録
に
よ
る
選
挙
人

名
簿
新
規
登
録
者
の
縦
覧

犬
を
飼
う
に
は

飼
い
主
の
マ
ナ
ー
が
大
切
で
す
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長
期
に
わ
た
り
良
好
な
状
態
で

使
用
で
き
る
優
良
住
宅
（
長
期
優

良
住
宅
）
の
建
築
・
維
持
保
全
に

関
す
る
計
画
の
認
定
制
度
を
柱
と

す
る
「
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の

促
進
に
関
す
る
法
律
」
が
６
月
４

日
㈭
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
法
律
の
施
行
に
よ
っ
て
、

一
定
以
上
の
性
能
（
耐
久
性
、
耐

震
性
、
維
持
管
理
・
更
新
の
容
易

性
な
ど
）
を
有
す
る
住
宅
を
建
築

す
る
際
に
、
建
築
・
維
持
保
全
に

関
す
る
計
画
等
を
作
成
し
、
建
築

着
工
前
に
長
期
優
良
住
宅
の
認
定

を
受
け
た
住
宅
に
つ
い
て
は
、
固

定
資
産
税
の
軽
減
期
間
が
一
般
の

住
宅
よ
り
も
長
く
な
る
な
ど
、
税

制
上
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

市
庁
舎
別
館
建
築
審

査
課　

建
築
指
導
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－
１
５
５
４

　

今
治
海
上
保
安
部
で
は
「
未
来

に
残
そ
う
青
い
海
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
と
し
て
、
６
月
１
日
㈪
～
30
日

㈫
に
「
瀬
戸
内
海
・
宇
和
海
ク
リ

ー
ン
作
戦
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

閉
鎖
性
海
域
の
瀬
戸
内
海
・
宇

和
海
で
発
生
し
て
い
る
ゴ
ミ
の
ほ

と
ん
ど
は
、
人
の
生
活
に
伴
っ
て

発
生
し
た
も
の
で
す
。

　

次
の
こ
と
を
一
人
ひ
と
り
が
心

が
け
、
か
け
が
え
の
な
い
美
し
い

海
を
未
来
に
残
し
ま
し
ょ
う
。

○
海
や
川
で
の
行
楽
時
、
ゴ
ミ
は

必
ず
持
ち
帰
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

○
ボ
ー
ト
や
漁
船
に
乗
る
人
は
、

廃
油
な
ど
を
流
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

○
使
用
し
な
い
ボ
ー
ト
や
漁
船
は

そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
適
正
に
処

理
し
ま
し
ょ
う
。

■
不
法
投
棄
等
を
発
見
し
た
ら

　

ク
リ
ー
ン
作
戦
期
間
中
に
限
ら

ず
、
海
へ
の
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
、

浮
流
油
、
捨
て
ら
れ
た
船
な
ど
を

発
見
さ
れ
た
方
は
、
い
つ
で
も
最

寄
り
の
海
上
保
安
部
・
署
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
海
の
事
件
・
事
故
は
１
１
８
番

　

海
で
の
事
件
・
事
故
を
発
見
し

た
方
は
、
海
上
保
安
庁
の
緊
急
通

報
用
電
話
番
号
「
１
１
８
番
」
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

今
治
海
上
保
安
部

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

２
２

－

０
１
１
８

URLh
ttp

://w
w

w
.kaih

o.m
lit.

go.jp/06kanku/

長
期
優
良
住
宅
認
定
制
度
が

は
じ
ま
り
ま
す

瀬
戸
内
海
・
宇
和
海
ク
リ
ー
ン

作
戦　

６
月
１
日
～
30
日
実
施

　７月１日現在で「経済センサス―基礎調査」が
全国で実施されます。
　この調査は、商店や工場、事務所、旅館、病院、
寺院などすべての事業所および企業が対象となる
統計調査です。６月下旬から、調査員が調査票の
記入をお願いに事業所をお伺いしますので、ご協
力をお願いします。
■問合せ　市庁舎本館総務課　統計係
　　　　　℡0897－52－1390
※詳しくは総務省統計局のホームページに掲載しています。
　http://www.stat.go.jp/data/e-census/2009/index.htm

総務省統計局　 愛媛県 　西条市

平成21年７月１日

ご協力、お願いします。

　梅雨や台風の季節を迎え、大雨による土砂災害に備えるため、
県と市では毎年この時期にパトロールを行い、土砂災害危険箇所
などの点検、周辺住民への周知、啓発活動を行っています。
　土砂災害から身を守るため、防災情報を正しく理解し、避難経
路・場所を事前に確認するなどの「日頃の備え」と、雨量情報や
前兆現象などに注意して「早めの避難」を心がけてください。
　急傾斜地の崩壊やがけ崩れなどから生命・財産を守るため、県
や市では次の事業を実施しています。
■急傾斜地崩壊対策事業（実施主体：愛媛県）
　採択条件：①がけ崩れによって著しい被害を受ける恐れのある
　　　　　　人家が、おおむね10戸以上②がけの高さが10ｍ以上
　　　　　　③がけの傾斜度が30度以上④移転適地がないこと
■がけ崩れ防災対策事業（実施主体：西条市）
　採択条件：①自然がけ②がけの高さが５ｍ以上③がけの傾斜度
　　　　　　が30度以上
■問合せ　市庁舎別館河川課　河川係　℡0897－52－1543

・がけからの水がにごる 
・がけにひびが入る 
・小石がパラパラ落ちてくる
特徴：地面にしみこんだ水分が土の抵抗力を弱め、斜面が
　　　突然崩れ落ちる。

・山鳴りがする 
・雨が降り続いているのに川の水位が下がる
・川の流れがにごり、流木が混ざりはじめる
特徴：谷や斜面にたまった土・砂・石などが、集中豪雨な
　　　どの大量の水とまじり合って一気に流れ出てくる。

・地面にひび割れができる 
・沢や井戸の水がにごる 
・斜面から水が吹き出す
特徴：比較的緩やかな斜面において、粘土などのすべりや
　　　すい層を境に、その地面がズルズル動き出す。
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全
国
各
地
で
、
消
火
器
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
な
ど
の
不
適
正
な

点
検
や
訪
問
販
売
ト
ラ
ブ
ル
が
増

え
て
い
ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意

し
て
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
！

○
消
防
署
で
は
消
火
器
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
販
売
や
あ
っ
せ

ん
を
一
切
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

○
一
般
家
庭
に
消
火
器
の
法
的
な

設
置
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
義

務
違
反
に
対
す
る
罰
則
は
設
け

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

あ
や
し
い
と
思
っ
た
ら
！

○
身
分
証
の
提
示
を
求
め
、
身
元

を
確
認
す
る
。

○
は
っ
き
り
と
拒
否
す
る
。

○
契
約
書
や
預
か
り
書
な
ど
、
ど

の
よ
う
な
書
面
に
も
署
名
や
押

印
を
し
な
い
。

○
脅
迫
的
な
行
動
が
あ
っ
た
と
き

は
、
警
察
へ
相
談
す
る
。

■
問
合
せ

　

消
防
本
部
予
防
課　

予
防
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－
０
２
５
１

消
火
器
な
ど
の
不
適
正
な
訪
問

販
売
・
点
検
に
ご
注
意
を
！

　去る４月30日㈭、消防本部において12事業所に西条市消防団協力
事業所表示証を交付しました。
　この制度は今年４月１日から施行したもので、消防団員を複数名
雇用し、従業員の消防団活動について積極的に配慮しているなど、
一定の要件に適合している事業所に対して交付するものです。

西条市農業協同組合

■表示証を交付した西条市消防団協力事業所

住友重機械工業㈱
愛媛製造所西条工場 フジボウ愛媛㈱壬生川工場

㈱田窪工業所 ㈱ＩＨＩ環境エンジニアリング
道前運転事業所

ハリソン東芝ライティング㈱ 四国通建㈱

周桑農業協同組合

㈱クラレ西条事業所 住友金属鉱山㈱東予工場

パナソニック四国
エレクトロニクス㈱

㈱ルネサステクノロジ
西条事業所

▼

表示証交付式に出席さ
　れた各事業所の方々と
　関係者

　大災害の直後は、地域みんなで何とかしなければなら
ない状況となり、いかに近所の人で早く助けることがで
きるかが、重要なカギとなります。
　自主防災組織や自治会などで話し合い、自分でできる
こと、地域でできることを考えましょう。

自主防災組織の結成と育成を支援しています
　市では「災害に強いまちづくり」を推進するため、西
条市連合自治会と協力し、各自治会などでの自主防災組
織の結成を奨励・支援しています。結成方法や活動内容
など詳しくは、担当課へご相談ください。

自主防災組織の結成率・数（平成21年５月１日現在）
　○結成率：66.7％　　○結成数：208組織

問合せ　市庁舎本館危機管理課　℡0897－52－1283
　　　　各総合支所総務課

自主防災組織の活動事例

●大保木自主防災会
　毎年10月に開催している地区の運動会で
担架リレーやバケツリレー、大声競争など
を取り入れて、みんなで楽しみながら防災
訓練も行っています。

●三津屋自主防災会
　消防経験者でＯＢ会を立ち上げ、この会
や地元消防団が中心となって、地区独自の
訓練や講習会を行うなど、積極的に自主防
災活動を行っています。

●戻川自主防災会
　防災訓練に併せてお花見をしています。
老若男女が集うことで、世代間の交流や地
域の情報の共有が図られるなど、より良い
コミュニケーションの場となっています。
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【
青
梅
の
も
ぎ
と
り
体
験
と
梅

ジ
ュ
ー
ス
づ
く
り
】

■
日
時

　

６
月
14
日
㈰　

10
時
～
12
時

■
定
員　

15
組
（
２
人
１
組
）

■
参
加
費　

１
組
２
０
０
０
円

【
完
熟
梅
の
も
ぎ
と
り
体
験
と

梅
ジ
ュ
ー
ス
づ
く
り
】

■
日
時

　

６
月
28
日
㈰　

10
時
～
12
時

■
定
員　

15
組
（
２
人
１
組
）

■
参
加
費　

１
組
２
０
０
０
円

【
申
込
先
】

　

Ｊ
Ａ
東
予
園
芸
石
根
支
部

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

７
２

－

２
７
５
６

※
場
所
の
詳
細
は
申
込
時
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

６
月
21
日
㈰　

13
時
30
分
開
演

■
場
所

　

丹
原
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

■
講
師

　

元
国
税
庁
長
官　

伏
屋
和
彦
氏

■
内
容　

税
務
署
長
、
国
税
庁
長

官
の
経
験
か
ら
税
務
行
政
に
つ
い

て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
合
せ

　

伊
予
西
条
間
税
会
（
近
藤
）

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

２
３
２
９

　

川
と
海
を
つ
な
ぐ
干
潟
は
生
き

物
の
宝
庫
で
す
。
加
茂
川
河
口
の

干
潟
を
観
察
し
て
み
よ
う
。

■
日
時　

６
月
28
日
㈰

　
　
　
　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所　

龍
宮
神
社
（
禎
瑞
）

■
定
員　

40
人
（
先
着
順
。
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
申
込
期
限　

６
月
22
日
㈪

■
申
込
先

　

市
庁
舎
別
館
環
境
衛
生
課

　

環
境
計
画
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
１

Eﾒｰﾙ kankyoeisei@
saijo-city.jp

　
　
　
　

■
日
時

　

６
月
21
日
㈰　

９
時
～
12
時

■
場
所　

東
消
防
署
３
階
会
議
室

■
内
容

　

心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
等
の
講
習

■
申
込
先

○
東
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９

○
西
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

０
１
１
９

県内最大の「梅の産地」西条市。丹原
地区の梅畑で、梅の収穫・ジュースづ
くりを体験してみませんか？

梅
も
ぎ
体
験
と

マ
イ
梅
ジ
ュ
ー
ス
づ
く
り
体
験

伊
予
西
条
間
税
会　

講
演
会

「
税
務
行
政
に
携
わ
っ
て
」

第
１
回
自
然
観
察
会

干
潟
の
生
き
物
を
観
察
し
よ
う

市
民
救
命
士
養
成
講
習
会

　「水の都西条」にふさわしい、きれいな河川にするため、
多くの皆さんの参加をお願いいたします。
■お願い　清掃用具は、なるべく各自で準備してください。
　　　　　記念品がありますので、お持ち帰りください。
■問合せ　市庁舎別館環境衛生課　℡0897－52－1382

■清掃対象水系
①新町川水系
②新川水系
③御舟川水系
④馬渕川・サラサラ川水系

日　時

西条市文化講演会

問合せ　市庁舎別館社会教育課　℡0897－52－1254

６月27日㈯
13時開場　13時30分開演

日時

丹原文化会館大ホール場所

講師 森野熊八氏（料理人）

●受講料　500円（受講券発売中）

●受講券取扱所
　市教育委員会社会教育課（市庁舎別館）
　市教育委員会東予・丹原・小松分室（各総合支所）
　総合文化会館、丹原文化会館
　中央公民館、各公民館

　文化講演会に併せて学校給食試食会・食育パネル
展示を開催します。子どもたちが食べている給食を
味わい、食について学んでみませんか。
●会場・時間　※森野熊八氏の参加はありません。
　学校給食試食会：２階会議室　12時～
　食育パネル展示：小ホール　　11時～16時
※学校給食試食会は前売券（270円）が必要です。
　前売券は上記の受講券取扱所でお求めください。
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消
防
署
で
は
、
自
治
会
や
事
業

所
、
各
種
団
体
を
対
象
に
消
火
訓

練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
の
被
害
を
最
小
限
に
食
い

止
め
る
た
め
、
正
し
い
消
火
器
の

使
用
方
法
と
初
期
消
火
に
つ
い
て

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
申
込
先

○
東
消
防
署
消
防
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９

○
西
消
防
署
消
防
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

０
１
１
９

■
日
時　

6
月
13
日
㈯

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
研

修
室
１
（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
講
師

　

西
条
市
Ａ
Ｌ
Ｔ　

ジ
ュ
リ
ア
ナ

・
ピ
ー
ル
さ
ん
（
米
国
出
身
）

■
テ
ー
マ

〝
Ｆ
ｒ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
、お
い
し
い
！
〟

※
講
座
は
英
語
で
行
い
ま
す
。

■
問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

国
際
交
流
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

■
主
催　

エ
リ
ス
（
西
条
英
語
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
）

■
日
時
・
場
所

○
６
月
３
日
㈬

　

13
時
～
15
時
30
分

　

東
予
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
ほ

ほ
え
み
プ
ラ
ザ
）

○
６
月
19
日
㈮

　

13
時
～
15
時
30
分

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
も
て
こ

い
元
気
館
）

■
内
容

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
の
活
動
発
表
・
交
流
。

■
問
合
せ　

西
条
市
社
会
福
祉
協

議
会　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

２
６
０
０

■
日
程
・
場
所

○
初
級
コ
ー
ス
（
全
20
回
）

　

７
月
22
日
㈬
～
12
月
16
日
㈬

　

19
時
～
21
時

　

東
予
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
ほ

ほ
え
み
プ
ラ
ザ
）

○
中
級
コ
ー
ス
（
全
20
回
）

　

７
月
17
日
㈮
～
12
月
18
日
㈮

　

19
時
～
21
時

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
も
て
こ

い
元
気
館
）

■
内
容

○
初
級　

平
易
な
会
話
練
習

○
中
級　

表
現
力
、
読
み
取
り
能

力
、
伝
達
能
力
の
向
上

■
申
込
期
限

　

開
催
日
１
週
間
前
（
先
着
順
）

■
申
込
先　

西
条
市
社
会
福
祉
協

議
会　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

２
６
０
０

■
日
時　

６
月
20
日
㈯

　
　
　
　

９
時
20
分
～
12
時

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
研

修
室
２
（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
講
師　

堀
内
伊
作
氏
（
南
愛
媛

病
院
副
院
長
、
南
愛
媛
療
育
セ
ン

タ
ー
所
長
）

■
内
容

　

発
達
障
害
の
理
解
を
深
め
、
接

し
方
・
支
援
方
法
を
学
習

■
対
象　

保
護
者
、
支
援
者
等

■
申
込
方
法

　

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
明
記

し
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
６
月
12
日
㈮

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先

　

知
的
障
害
者
更
生
施
設
星
の
里

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

１
１
１
２

FAX
０
８
９
７

－

５
３

－

１
１
１
３

■
主
催　

西
条
市
障
害
者
（
児
）

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

正
し
い
消
火
器
の
取
り
扱
い
方

国
際
理
解
講
座

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
室

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

発
達
障
害
の
セ
ミ
ナ
ー

　スポーツを通じて、家族・親子の絆を深め、子ど
もたちに遊ぶ楽しさを実感してもらうため開催する
スポーツイベントです。（要申込み・参加賞あり）
　三角キャッチボールやサッカーボウリング、スト
ラックアウトなど、多数のスポーツ系アトラクショ
ンを予定しています。

日時　６月13日㈯　○午前の部　受付：８時30分～
　　　　　　　　　　　　　　　競技：９時30分～
　　　　　　　　　○午後の部　受付：13時～
　　　　　　　　　　　　　　　競技：14時～
場所　ビバ・スポルティアＳＡＩＪＯ
対象　市内の親子　　定員　午前・午後各50組

申込先　㈳西条青年会議所事務局（本田）
　　　　℡0897－56－3238

日　　時 場　　　所行　　事　　名

行事の日程・場所等は、主催者側の都合で変更することがあります。

６月のスポーツカレンダー

12日  18：00

13日  18：00

14日　9：00

14日　9：30

21日　9：30

28日　9：00

28日　8：30

28日　9：00

28日　9：00

東予運動公園野球場

ひうち陸上競技場

東予運動公園
テニスコート

総合体育館

東予体育館

ひうち球場ほか

丹原総合公園多目的
広場ほか

東予運動公園多目的
広場

総合体育館

総合体育館

21日　8：00
28日　9：00

四国・九州アイランドリーグ公式戦
愛媛ＶＳ福岡

西条ひうち長距離記録会

第24回クラブ対抗戦テニス大会

第38回西条市青少年柔道大会

第31回石鎚柔道大会

西条市市長杯軟式野球大会

西条市ソフトボール協会杯大会

第４回本部長杯ソフトボール大会

第３回本部長杯空手道大会

第４回本部長杯バドミントン大会
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■
日
時

　

６
月
14
日
㈰　

10
時
出
発

■
コ
ー
ス　

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

～
ア
ク
ア
ト
ピ
ア
水
系
な
ど

■
内
容　

市
街
地
の
う
ち
ぬ
き
や

ア
ク
ア
ト
ピ
ア
水
系
等
を
ガ
イ
ド

と
一
緒
に
巡
り
、
西
条
の
水
・
歴

史
・
環
境
な
ど
を
学
び
ま
す
。

■
定
員　

20
人

■
申
込
期
限　

６
月
８
日
㈪

■
申
込
先

　

西
条
市
観
光
協
会
（
十
河
信
二

記
念
館
内
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

２
６
０
５

【
新
緑
の
ブ
ナ
林
を
歩
こ
う
】

■
日
時
（
い
ず
れ
か
１
日
参
加
）

　

６
月
10
日
㈬
～
13
日
㈯

　

９
時
～
16
時　

※
雨
天
中
止

■
内
容　

自
然
観
察
を
し
な
が
ら

成
就
社
周
辺
の
ブ
ナ
林
を
散
策
。

■
定
員　

各
10
人

■
参
加
費

　

５
千
円
（
昼
食
代
別
途
要
）

【
草
木
染
教
室
】

■
日
時
（
い
ず
れ
か
１
日
参
加
）

　

６
月
15
日
㈪
・
16
日
㈫　

９
時

30
分
～
12
時
・
13
時
～
15
時
30
分

■
内
容　

イ
タ
ド
リ
で
染
め
ま
す
。

■
定
員　

各
８
人

■
参
加
費

　

６
０
０
円
（
素
材
代
別
途
要
）

【
苔こ

け

で
飾
ろ
う
】

■
日
時　

６
月
24
日
㈬

　

10
時
～
12
時　

※
雨
天
決
行

■
定
員　

６
人

■
参
加
費　

８
０
０
円

【
申
込
先
】

　

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
９

－

０
２
０
３

■
日
程
（
２
回
実
施
）

○
７
月
26
日
㈰
～
28
日
㈫

○
８
月
１
日
㈯
～
３
日
㈪

■
場
所　

丹
原
農
村
婦
人
の
家
加

工
室
（
Ｊ
Ａ
周
桑
田
野
支
所
隣
）

■
内
容　

地
元
の
材
料
で
お
い
し

い
味
噌
造
り
に
挑
戦
。

■
対
象　

全
日
程
（
３
日
間
）
に

参
加
可
能
な
方

■
定
員　

各
６
人
（
先
着
順
）

■
費
用　

材
料
費
実
費

■
申
込
期
間

　

６
月
８
日
㈪
～
12
日
㈮

■
申
込
先

　

丹
原
総
合
支
所
農
林
水
産
課

　

農
林
水
産
係

■
主
催

　

丹
原
町
ふ
る
さ
と
の
味
研
究
会

■
経
営
・
管
理
研
修

○
製
造
業
に
お
け
る
技
術
者
実
務

研
修
（
製
造
・
技
術
者
対
象
）

　

６
月
30
日
㈫

　

申
込
期
限
…
６
月
19
日
㈮

○
中
堅
社
員
研
修
（
主
任
ク
ラ
ス

～
係
長
対
象
）

　

６
月
27
日
㈯
・
７
月
４
日
㈯

　

申
込
期
限
…
6
月
17
日
㈬

■
パ
ソ
コ
ン
研
修

○
エ
ク
セ
ル
基
本
操
作

　

７
月
16
日
㈭
・
17
日
㈮

　

申
込
期
限
…
７
月
２
日
㈭

○
ア
ク
セ
ス
実
務
操
作

　

７
月
11
日
㈯
・
18
日
㈯

　

申
込
期
限
…
６
月
26
日
㈮

○
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
た
上

手
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

７
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰

　

申
込
期
限
…
６
月
19
日
㈮

■
専
門
技
術
研
修

○
Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｏ

－

Ｃ
Ａ
Ｄ
実
務
実
践
編

　

７
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰
・
11
日
㈯

　

申
込
期
限
…
６
月
19
日
㈮

■
問
合
せ

　

各
講
座
は
受
講
料
等
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
東
予
産
業
創
造
セ

ン
タ
ー
（
ＴＥＬ
０
８
９
７

－

６
６

－

１
１
１
１
）
へ
。

■
日
時

　

６
月
20
日
㈯　

10
時
～
12
時

■
場
所

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

■
テ
ー
マ

　

木
造
住
宅
の
魅
力
に
つ
い
て

■
内
容　

各
分
野
の
プ
ロ
が
、
安

心
・
安
全
で
快
適
な
家
づ
く
り
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

■
定
員　

40
人
（
先
着
順
）

■
申
込
先　

西
条
地
産
地
消
の
家

づ
く
り
推
進
協
議
会
事
務
局
（
い

し
づ
ち
森
林
組
合
内
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
１
８
０

■
日
時　

毎
週
金
曜
日

　
　
　
　

19
時
30
分
～
21
時
30
分

■
場
所　

丹
原
文
化
会
館

■
内
容　

和
太
鼓
の
基
礎
、
リ
ズ

ム
、
曲
の
練
習
な
ど
。

■
対
象

　

小
学
生
以
上
（
小
・
中
学
生
は

保
護
者
の
送
迎
が
必
要
）

■
受
講
料　

月
１
０
０
０
円

※
保
険
加
入
代
と
し
て
、
別
途
・

年
６
０
０
円
が
必
要
で
す
。

■
申
込
先　

丹
原
文
化
会
館

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

３
５
５
５

ガ
イ
ド
と
学
ぶ

水
め
ぐ
り
学
習
会

東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

人
材
育
成
研
修
講
座

「
地
産
地
消
」

 

得 

家
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里
各
種
教
室

味み

そ噌
造
り
新
人
養
成
講
座

和
太
鼓
講
習
会

【臨時休館日】　６月８日㈪・22日㈪は清掃作業などのため臨時休館します。

●日時　６月14日㈰　13時～16時
●内容　地元産のトマトを使ったスイーツ作り。
●講師　創作洋菓子パテスリーオオサワ　大澤輝芳氏
●定員　15人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　2,000円　　●申込期限　６月９日㈫

●日時　６月10日㈬　10時～13時
●内容　ＩＨの基本的な使い方を学ぶ教室。地元食
　　　材を用いた簡単でおいしい料理を作ります。
●講師　四国電力㈱職員
●定員　男性10人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　1,000円　　●申込期限　６月５日㈮　
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■
日
時　

６
月
24
日
㈬

　
　
　
　

18
時
30
分
～
20
時
15
分

■
場
所

　

総
合
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

■
講
師　

自
然
暮
ら
し
の
会
代
表

　

清
水
國
明
氏

■
申
込
方
法

　

往
復
は
が
き
に
必
要
事
項
を
明

記
し
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

○
必
要
事
項

　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
希
望
人
数
（
２
人
ま
で
）

○
宛
先

　

〒
１
５
０

－

０
０
４
２

　

東
京
都
渋
谷
区
宇
田
川
町
36

－

22

－

601
Ｃ
Ａ
Ｎ
内　

ア
サ
ヒ
ビ
ー

ル
環
境
文
化
講
座
６
／
24
係

※
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
申
し
込
め
ま
す
。

■
申
込
期
間

　

６
月
10
日
㈬
ま
で
（
必
着
）

※
申
し
込
み
の
結
果
は
、
招
待
券

の
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
合
せ

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱　

社
会
環
境

推
進
部

ＴＥＬ
０
３

－

５
６
０
８

－

５
１
９
５

URLh
ttp

://w
w

w
.asah

ib
eer.

co.jp/csr/eco/sem
inar/

　

男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
の
た

め
の
意
見
や
提
言
を
い
た
だ
く
、

男
女
共
同
参
画
推
進
会
議
の
委
員

を
募
集
し
ま
す
。
会
議
で
は
年
間

４
回
程
度
の
会
議
や
研
修
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

■
募
集
人
員　

５
人
程
度

■
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

■
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

■
応
募
方
法　

市
庁
舎
本
館
・
各

総
合
支
所
の
総
務
課
に
あ
る
応
募

用
紙
の
必
要
事
項
を
記
入
し
、
６

月
15
日
㈪
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
応
募
で
き
ま
す
。

■
提
出
先　

市
庁
舎
本
館
・
各
総

合
支
所
の
総
務
課

○
郵
送
の
場
合

　

〒
７
９
３

－

８
６
０
１

　

明
屋
敷
１
６
４　

総
務
課
宛

○
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合

　

som
u@

saijo-city.jp

■
問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

男
女
共
同
参
画
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
環
境
文
化
講
座

「
借
り
て
る
地
球
の
使
い
方
」

男
女
共
同
参
画
推
進
会
議
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

　平成21年度西条市職員採用候補者試験（上級）を次のと
おり実施します。
■募集職種（採用予定人数）・受験資格
〇一般事務職・上級（４人程度）
　大学を卒業した者または平成22年３月に卒業見込みの者
で、昭和54年４月２日以降に生まれた者
〇土木技術職・上級（３人程度）
　大学（土木課程）を卒業した者または平成22年３月に卒
業見込みの者で、昭和54年４月２日以降に生まれた者
■第１次試験日　７月26日㈰
■申込用紙の交付場所
　市庁舎本館（４階）職員課、各総合支所総務課
■申込用紙の受付場所
　〒793－8601　明屋敷164　市庁舎本館職員課
※採用試験の要領は市のホームページにも掲載しています。

　郵送する封筒に「上級採用試験申込用紙請求」と
朱書きし、返信用封筒（角形２号封筒の表面に返信
先を記入し、120円切手を貼付したもの）を同封し
て、市役所職員課へ郵送してください。

　採用試験の申し込みが電子申請システム「えひめ
電子自治体共同運営サービス」でも行えます。
えひめ電子自治体共同運営サービスのURL
　http://www.e-ehime.lg.jp/navigate/mu0/

郵送で申込用紙を請求する場合

インターネットでの申し込みも可能です

※市のホームページからもリンク（行
　政情報のページで右記アイコンをク
　リック）しています。

　今年度も上級試験とは別に、右表の
西条市職員採用候補者試験を計画して
います。（１次試験日は10月18日㈰）
　詳しくは、広報さいじょう９月号で
お知らせする予定です。

市職員採用候補者試験についてのお問い合わせ先：市庁舎本館職員課　職員係　℡0897－52－1229

試験区分 受験資格（年齢は平成21年４月１日現在）
○満26歳未満で、短期大学、高等専門学校、もしくはこれらと同等と認めら
　れる学校を卒業した者または平成22年３月に卒業見込みの者
○満24歳未満で、高校を卒業した者または平成22年３月卒業見込みの者

満50歳未満で、高校卒業以上の学歴を有し（卒業見込みの者を含む）、民間
企業等の経験で培った高度な専門知識、発想力、行動力などを活かせる者ま
たはスポーツ、文化芸術、研究、学術分野において顕著な実績・成果を収め
た者

消防職（初級）

スペシャリスト職
（自己推薦採用）

西条市職員を募集します 申込期間：６月９日㈫～７月２日㈭
※郵送の場合は６月30日㈫消印有効
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観
光
Ｐ
Ｒ
の
た
め
実
施
し
て
い

る
、
松
山
空
港
ビ
ル
ロ
ビ
ー
展
の

出
展
だ
ん
じ
り
を
公
募
し
ま
す
。

■
募
集
だ
ん
じ
り
数

　

２
台
（
素
木
・
塗
り
各
１
台
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
、
過

去
の
出
展
だ
ん
じ
り
を
除
い
た
上

で
抽
選
に
て
決
定
し
ま
す
。

■
出
展
期
間

　

８
月
２
日
㈰
～
９
日
㈰

■
経
費
等

　

だ
ん
じ
り
を
所
有
す
る
代
表
者

と
委
託
契
約
を
締
結
し
、
作
業
経

費
な
ど
を
支
給
し
ま
す
。
保
険
に

つ
い
て
は
市
が
加
入
し
ま
す
。

■
申
込
方
法　

観
光
振
興
課
に
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間

　

６
月
21
日
㈰
～
30
日
㈫
19
時

■
申
込
先

　

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
内

　

観
光
振
興
課　

観
光
振
興
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－
４
７

－

３
５
７
５

　

平
成
22
年
１
月
に
開
催
す
る
成

人
式
の
企
画
や
運
営
に
携
わ
る
実

行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象　

平
成
22
年
西
条
市
成
人

式
に
出
席
を
予
定
し
て
い
る
平
成

元
年
４
月
２
日
～
平
成
２
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方

■
申
込
期
限　

６
月
30
日
㈫

■
成
人
式
の
開
催
日

　

平
成
22
年
１
月
10
日
㈰

■
成
人
式
の
会
場
・
開
式
時
間

○
東
予
・
丹
原
地
域
の
方

　

丹
原
文
化
会
館　

10
時
30
分

○
西
条
・
小
松
地
域
の
方

　

総
合
文
化
会
館　

13
時
30
分

■
申
込
先

　

市
庁
舎
別
館
社
会
教
育
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
４

■
試
験
の
種
類

　

甲
種
特
類
、
甲
種
１
～
５
類
、

乙
種
１
～
７
類

※
複
数
受
験
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
試
験
の
日
時
・
場
所

　

８
月
23
日
㈰　

９
時

　

愛
媛
大
学
（
松
山
市
）

■
願
書
受
付
期
間　

６
月
29
日
㈪

～
７
月
10
日
㈮
必
着

■
願
書
配
布
場
所

　

市
消
防
本
部
、
西
消
防
署
、
県

内
各
消
防
本
部
、
県
内
各
地
方
局

総
務
県
民
課
、
㈶
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
愛
媛
県
支
部
な
ど
で
、

６
月
22
日
㈪
か
ら
配
布
し
ま
す
。

■
願
書
提
出
先
・
問
合
せ

　

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
愛

媛
県
支
部

ＴＥＬ
０
８
９
－

９
３
２

－

８
８
０
８

　

東
予
北
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で

開
催
す
る
ピ
ア
ノ
マ
ラ
ソ
ン
コ
ン

サ
ー
ト
の
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象　

市
民
、
市
内
の
出
身
者

■
募
集
定
員　

80
人
（
先
着
順
）

■
募
集
期
間

　

６
月
１
日
㈪
～
21
日
㈰

■
開
催
日
時

　

８
月
23
日
㈰　

12
時
30
分
開
演

■
申
込
先

　

東
予
北
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
６

－

４
１
８
５

国家公務員中途採用者選考試験 行政（一）１級の係員等を採用するための試験

人事院・各府省では、次のとおり国家公務員中途採用者選考試験（再チャレンジ試験）を実施します。

※この試験に関する詳細情報は、人事院ホームページに順次掲載していきます。
　URL http://www.jinji.go.jp/

行政事務

仕事の種類試験の区分

皇宮護衛官

林業

土木

機械

税務

入国警備官

▼試験の区分等　※申し込みができる「試験の区分」は一つに限ります。

国の官署における一般の行政事務

税務署などにおける国税の賦課・徴収等の事務

地方運輸局などにおける自動車の検査、整備事業の発達、
改善等の技術的業務

地方整備局などにおける河川、道路、公園、港湾、空港な
どの調査・計画・施工・管理等の技術的業務

森林管理局などにおける森林の保護・管理、造林等の森林
施業等の技術的業務

天皇皇后両陛下・皇族各殿下の護衛業務と皇居・御所等の
警備業務

刑務所、拘置所などにおける被収容者に対する日常生活の
指導、職業訓練指導、悩み事に対する指導および保安警備
等の業務（刑務Ｂの場合は主として女子収容施設に配置）

入国者収容所および各地方入国管理局などにおける不法滞
在者の摘発、被収容者の処遇、送還等の業務

刑務官
刑務Ａ（男子）
刑務Ｂ（女子）

■受験資格　昭和44年４月２日～昭和55年４月１日生まれの方
■採用予定数　全区分合計で150人程度
■採用予定日　採用はおおむね平成22年４月１日になります。
■試験日程　１次選考：９月６日㈰
※２次選考・最終選考は試験の区分によって異なります。詳し
　くは「受験案内」をご覧ください。
■申込受付期間　６月23日㈫～30日㈫
■受験案内・申込用紙の請求方法
　「中途採用請求」と朱書きした封筒に、返信用封筒（140円
の切手を貼った、あて先明記の角形２号・Ａ４判の封筒）を同
封の上、人事院四国事務局へ送付してください。
■受験案内等の請求先・問合せ
　人事院四国事務局　〒760－0068　高松市松島町１－17－33
　℡087－831－4765

松
山
空
港
ビ
ル
ロ
ビ
ー
展

出
展
だ
ん
じ
り
募
集

平
成
22
年
成
人
式
の

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す

消
防
設
備
士
試
験

ピ
ア
ノ
マ
ラ
ソ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者
募
集

▲昨年のロビー展
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　西条郷土博物館では、郷土史講座・実技講座の受講生を募集してい
ます。受講希望者は、同館へ直接またはお電話でお申し込みください。
■定員　各30人（先着順）　■申込期限　開講日の１週間前
■申込先　西条郷土博物館　℡0897－56－3199

▼郷土史講座

▼実技講座　※開講日未定。決まり次第、広報紙でお知らせします。

開講日 テーマ 講師

８月（未定） 拓本づくり
 三木秋男氏
藤原金太郎氏

開講日 テーマ 講師

６月18日㈭

７月16日㈭

９月17日㈭

11月19日㈭

12月17日㈭

藩政時代の庶民教育－「父母状」について－

西条藩江戸屋敷と勤番武士たち

西条祭り

地名の由来について－明屋敷、三本松ほか－

神社・仏閣の建物について

三木秋男氏

三木秋男氏

吉本　勝氏

竹島忠臣氏

吉本　勝氏

■応募資格　市内に居住または勤務する
　　　　18歳以上50歳未満の元気な女性
■募集人員　21人
■活動内容
　地域住民への防火指導、救急応急手当
などの普及活動、火災予防運動や地域活
動における防火広報、災害時の後方支援
活動、消防団各種行事でのＰＲ活動、訓
練研修など
■応募方法
　消防本部、西消防署にある申込書に必
要事項を記入し提出してください。後日、
簡単な面接などを行い、採用決定します。
■問合せ　消防本部総務課　消防団係
　　　　　℡0897－56－0250
　※制度・待遇など詳しくは、お問い合わせください。

丹原Ｂ＆Ｇ海洋センター
丹原町志川甲12－1　℡0898－75－3933

オープン16周年記念「無料開放」
　６月21日㈰　10時～21時
オープン16周年記念
「無料はじめの一歩！　水中運動教室」
　６月21日㈰　
　①11時～11時45分
　②14時～14時45分
　内容：水中エアロビクス、
　　　　ウォーキングなど
　対象：15歳以上の男女
市内小・中学生無料開放日
　６月６日㈯・13日㈯　10時～12時
無料クロール教室　６月27日㈯　10時30分～11時
　対象：市内小･中学生
水中エアロビクス教室　参加者募集
　開講日：７月２日㈭～19日㈰の毎週日・木曜日（全６回）
　開講時間：日曜日／11時～11時45分
　　　　　　木曜日／19時～19時45分
　参加費：3,000円（６回コース）
水中モニターを設置しています
　水中での動きを映像によって確認でき、効果的に水中フ
ォームなどのチェックができます。ぜひご利用ください。
▼水中モニターシステムの使用料

６月の休館日：毎週月曜日
開館時間：10時～21時

※別途200円で、映像を録画したＤＶＤを差し上げます。

区分 使用登録料（年度ごと） 使用料（１回につき）

西条市民 無料 300円

市外の方 1,000円 300円

６月の休館日　
石鎚山ハイウェイオアシス館：無休
椿交流館（椿温泉こまつ）：毎週水曜日
開館時間
石鎚山ハイウェイオアシス館：９時～18時
（有料展示館の入館受付は９時30分～17時30分）
椿交流館（椿温泉こまつ）：10時～22時（札止め21時30分）

石鎚山ハイウェイオアシス館・椿交流館
小松町新屋敷乙22－29

℡0898－76－3111（オアシス） ℡0898－76－3511（椿交流館）

ピンホールカメラを作ってみよう
　６月21日㈰　10時～　場所：オアシス館３階会議室
　　　　　　　　　　　　ピンホールカメラとは、針で開
　　　　　　　　　　　けたような小さな穴から光を通し
　　　　　　　　　　　て写す原始的な仕組みのカメラで
　　　　　　　　　　　す。シャッターのないカメラで写
　　　　　　　　　　　真を撮ってみませんか。
　　　　　　　　　　　定員：30人（先着順）
葦の会　墨彩画展　場所：椿交流館　
　６月６日㈯～29日㈪　
　神拝公民館で水墨画を学習してい
る葦の会による作品展です。四季の
花木や風景画30点余りを展示します。

６月の休館日：毎週月曜日
開館時間：９時～18時（土・日曜日は17時まで）

東予郷土館　周布427　℡0898－65－4797

東予周桑の寺院散歩展２　７月５日㈰まで
　季節の花・文化財・行事などについて紹介します。
手すき和紙体験　参加者募集
　毎週日曜日に手すき和紙体験ができます。詳しくは、東
予郷土館までお問い合わせください。
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こどもの国　明屋敷131－2　℡0897－56－8115

　　　　　　　　　　※６月中旬までの投影となります。お見逃しなく！
鉄腕アトムと探ろう！
～土星をまわる神秘の星タイタン～（約40分）
投影開始時間（10分前にはお越しください）
〇火～土曜日：13時30分、15時
〇日曜日・祝日：11時、13時10分、14時20分、15時30分
〇第２・４土曜日は10時から無料投影をしています。
※観覧料（50～200円）が必要です。65歳以上の方は無料。
教科書展示　６月19日㈮～７月８日㈬
　現在西条市で使用されてい
る小学校の教科書と、平成22
年度から中学校で使用予定の
教科書を図書室に展示します。
　会場にはアンケート用紙が
ありますので、皆さんのご意
見をお寄せください。

６月の休館日：毎週月曜日
開館時間：８時30分～17時

定員制の行事や教室は早めに、直接または電話で、こどもの国へ予約してください。

６月の休館日：毎週月曜日
開館時間：８時30分～17時

佐伯記念館・郷土資料館
丹原町池田1711－１　℡0898－68－4610

周桑教友会展　６月６日㈯～17日㈬
　周桑教友会の会員の皆さんによる書、絵画、版画、写真
などの作品を展示します。
書道展（前期）　６月21日㈰～７月３日㈮
　地域周辺の書道愛好家の作品を展示します。
趣味の手芸展　　６月４日㈭まで

こどもの国　６月の行事予定表

６月の休館日：毎週月曜日
開館時間：９時～22時

生涯学習の館　天神1－205　℡0897－53－8686

ミニ座椅子作り　参加者募集
　日程など詳しくは生涯学習の館へお問い合わせください。
　定員：10人　材料費は個人負担。
木工創作教室　６月13日㈯・27日㈯　13時～16時
　初めての方でも簡単に作れます。材料費は個人負担。
水彩画・油絵教室　６月６日㈯・20日㈯　19時～22時
　初めての方でも基礎から習えます。用具は各自で準備。
中高年ピアノ教室　６月10日㈬・24日㈬　13時～16時
　対象：40歳以上の初心者
表装展　６月２日㈫～25日㈭　
　高橋良治門下生の作品を展示します。

６月の休館日：毎週月曜日
開館時間：９時～17時

考古歴史館　福武乙27－6　℡0897－55－0419

八堂山遺跡と考古学　６月４日㈭～28日㈰
　身近な遺跡「八堂山」について、発掘品の紹介と開講中
の考古学講座の中から、埋蔵文化財のメッセージを伝えま
す。併せて、八堂山の四季の写真を展示します。

西条郷土博物館　明屋敷237－1　℡0897－56－3199

特別展示「坂本龍馬と西条藩士三浦安」
　６月１日㈪～30日㈫
　西条藩に生まれた三浦安は、長じて請われ紀州藩士とな
り、幕末の変革時期に将軍継嗣問題などで活躍しました。
その中で見られた坂本龍馬とのかかわりを中心に、三浦安
の人物像に関する資料を展示します。
郷土史講座　６月18日㈭　13時30分～15時30分
　テーマ：藩政時代の庶民教育　－「父母状」について－
　講師：西条史談会顧問　三木秋男氏
　定員：30人（先着順）　申込期限：６月11日㈭

６月の休館日：毎週月曜日
開館時間：９時～17時

行事・教室名 日　　時 備　　　　考 行事・教室名 日　　時 備　　　　考

小学４年生以上
定員：30人

７日
13：30～15：30

小・中学生　定員：20人
材料費：30～400円木彫教室

絵画教室 20日・27日
10：00～12：00

小学２～６年生
定員：10人七宝焼教室

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

６日
13：30～15：30

楽しい電子工作
＜電子草笛＞

13日
13：30～15：30

将棋教室 小学４～６年生
定員：10人

13日
13：30～15：00

小学生以上　定員：15人
材料費：350円　作品のお渡し
には３週間ほどかかります。

14日
14：00～15：00五色百人一首で遊ぼう 小学生　定員：30人

簡単な子ども向け百人一首

イラスト教室 小学３年～中学生
定員：10人

27日
13：30～15：30

21日
13：30～15：30

地球探検
～地蔵原の花粉化石等（弥生時代
の米作り）について学ぼう！～

20日
13：30～16：30親子木工教室 小学生以上（保護者同伴）

定員：10人
７日
13：30～15：00囲碁教室 小・中学生

定員：10人

５歳児～小学生　定員：20人
幼児は保護者同伴

おもしろ工作教室
～楽しいシールを作ろう～

14日
13：30～15：30

かみしばい・なぞなぞ
絵本の読み聞かせなどおはなしのへや 毎週土・日曜日

14：00～14：30

楽しい英語絵本の
読み聞かせストーリーテリング 毎週土曜日

11：00～11：30

染め物教室 28日
13：30～15：30

４歳児～中学生　幼児は保護者同伴
定員：16人　材料費：250円
必要な物：エプロン
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６月の休館日：毎週月曜日
開館時間：８時30分～17時

　児童館で開催する催しや教室などを紹介します。
　詳しい内容や申込方法などは、各児童館へお問い合
わせください。
※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。

西条児童館　大町456－1　℡0897－56－2511
■リトミック（申込必要）
　○１歳児クラス（対象：１歳６カ月～２歳未満）
　　６月10日㈬　10時～10時30分　定員：10組
　○２歳児クラス（対象：２歳以上）
　　６月10日㈬　10時45分～11時15分　定員：10組
■ゲーム遊び
　６月14日㈰　14時～15時30分
　対象：小学生　定員：15人
■児童館まつり
　６月20日㈯　10時～14時
　遊びのコーナー、バザー、のみの市、人形劇など楽
しいコーナーが盛りだくさんです！
■工作広場「ぷにょんづくり」（申込必要）
　６月27日㈯　10時30分～11時30分
　対象：幼児・小学生　定員：20人

西条西部児童館　氷見西新開59　℡0897－57－6061
■こども映画会「それいけ！アンパンマン」
　６月６日㈯　13時30分～14時30分
■リトミック（申込必要）
　６月13日㈯　10時30分～11時　
　対象：２・３歳児親子　定員：10組
■ぽんぽんストラップ作り（申込必要）
　６月20日㈯　13時30分～14時30分　
　対象：幼児・小学生　定員：15人
■しゃぼん玉作り
　６月27日㈯　13時30分～14時30分　
　対象：幼児・小学生

東予西児童館　広岡甲92－2　℡0898－66－5342
■わくわく工作「空とぶ円ばん作り」
　６月６日㈯　13時30分～14時30分
　対象：幼児・小学生
■茶道クラブ
　６月13日㈯　10時～12時　
　対象：幼児・小学生
■みんなで遊ぼうデー「石けり」
　６月13日㈯　13時30分～14時30分
　対象：幼児・小学生
■リズム教室
　６月20日㈯　10時30分～11時30分
　対象：幼児～小学３年生

丹原児童館　丹原町池田1802－3　℡0898－68－6960
■土曜わんぱく広場
　毎週土曜日　14時～15時
　○６月６日㈯　動物折り紙作り
　○６月13日㈯　ゲーム「フルーツバスケット」
　○６月20日㈯　父の日のプレゼント作り
　○６月27日㈯　ゲーム「ドッジビー」

小松温芳図書館・郷土資料室
小松町新屋敷甲3007－1　℡0898－72－5634

特別展示　第８回新収蔵資料展　６月21日㈰まで
　平成20年度中に寄贈・寄託された、歌人・森田義郎（正岡子
規の門人で小松町出身）の「和歌掛け軸」や、温芳図書館初代
館長・一柳春二先生の明治期の珍しい書籍類などをお披露目展
示します。

６月の休館日：毎週水曜日、30日㈫
開館時間：９時～17時30分

６月の休館日
西条図書館：30日㈫
東予図書館：毎週月曜日、30日㈫
丹原図書館：毎週金曜日、30日㈫
小松温芳図書館：毎週水曜日、30日㈫
開館時間
西条図書館：９時～22時
東予図書館・丹原図書館・小松温芳図書館：９時～19時

西条図書館　　　大町1590　　　　　　　   ℡0897－56－2668
東予図書館　　　周布427　　　　　　　　℡0898－65－4797
丹原図書館　　　丹原町池田1733-1 　　　  ℡0898－68－8711
小松温芳図書館　小松町新屋敷甲3007－1　℡0898－72－5634

西条図書館、丹原図書館がオープン！　カワセミ号巡回開始
　６月１日㈪13時に西条図書館、丹原図書館が同時オープンし
ます。併せて、移動図書館車「カワセミ号」も新しいコースで
巡回を始めます。詳しくは、８・９ページをご覧ください。
■新しい図書館利用カードはお持ちですか？
　各図書館で図書資料の貸出サービスを受けるには、新しい図
書館利用カードの登録手続きが必要です。手続きには、次のも
のをお持ちください。
○氏名・住所・生年月日が確認できるもの（保険証など）
○以前使用していた図書館利用カード（持っている方）

愛媛民芸館　明屋敷238－8　℡0897－56－2110

西条市とゆかりのある
民芸の巨匠・棟方志功と濱田庄司展
　８月２日㈰まで
　市民の皆さまからお借りした、世界的板
画家・棟方志功の肉筆画と板画、濱田庄司
の陶器、秋山巌の絵と板画を展示していま
す。ぜひご覧ください。
倉敷ガラス　小谷栄次展
　６月24日㈬～28日㈰　※最終日は15時まで
　小谷栄次氏は、倉敷ガラスの創始者である小谷真三氏の息子
さんで、吹きガラスに取り組まれて20数年になります。次世代
のリーダーとしての活躍が期待される個人・団体に贈る「第８
回倉敷民藝館賞」を受賞されました。
　受賞を記念して、展覧会と即売会を行います。

６月の休館日：毎週月曜日
開館時間：９時～16時30分
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ありがとうございました　
　次の方々からご厚志をいただきました。
厚くお礼申し上げます。
　　　　　　　　　（順不同　敬称略）
■まごころ銀行へ
▽山路　健（神拝甲）▽伊藤幸子（中野

甲）▽青野ひとみ（高田）▽廣田正一（新

町）▽砂田寿江（三津屋南）▽眞田　通

（玉之江）▽近藤礼三郎（小松町妙口）▽

国興産業㈱▽国際ソロプチミスト西条▽西

条北中学校ＪＲＣ▽竹の子カラオケ会▽小

松山草会・小松盆栽教室▽社協チャリティ

■老人ホーム明水荘へ
▽生け花指導　稲住育子（下島山甲）▽散

髪　伊藤泰博（明神木）▽新聞　芥川秀人

（神拝甲）▽押し花指導　佐藤ミヨ・秋月

理作子（大町）、長瀬　皋（中野甲）▽草

引き　天理教道前支部

■老人ホーム石燧園へ
▽縫物奉仕　周桑天理教婦人部▽歌・踊り

　ふじ美ボランティア和　

■特別養護老人ホーム道前荘へ
▽利用者介護　森本政美、山之内裕香▽喫

茶・カレンダー作り　コープえひめ福祉グ

ループ▽誕生会・踊り･歌　伊千弥会▽お花

見会　周布婦人会▽たこ焼き作り　花園保

育園母親クラブ
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心をつなぐ言葉
大町小学校６年　森井友梨№55

　６月１日は、人権擁護委員法が施
行された日です。
　人権擁護委員は、私たちの街の相
談パートナーです。
　離婚など家庭内の問題、いじめ、
隣近所のもめごとなど、人権問題で
お困りの方は、お近くの人権擁護委
員か松山地方法務局（℡089－932－
0888）までご相談ください。
　人権相談は毎月実施しています。
相談は無料で、秘密は固く守られま
す。日程や実施場所などについては
定期無料相談（今月号は32ページ）
に掲載しています。
　当市の人権擁護委員は右記の方々
です。お気軽にご相談ください。

＜平成21年度啓発活動重点目標＞

みんなで築こう　人権の世紀
－考えよう　相手の気持ち
　　　　　　　　　育てよう　思いやりの心－

■市内全小学校に
　食育の副読本が贈呈されました
　４月13日㈪にＪＡ西条・ＪＡ周桑から、食
育に関する小学校高学年向けの副読本が市内
各小学校の５年生に贈呈されました。
　授業の中で有効に活用し、食の大切さや農
業の役割について学びを深めていきたいと考
えています。

■人権擁護委員
○宮内哲彦　（明屋敷）
○今井　幸　（大町）
○井門喜代美（下島山甲）
○加藤義範　（大町）
○荒井宏子　（洲之内）
○佐々木久子（中野甲）
○清末昭宏　（朔日市）
○芥川茂子　（楠）
○篠原紀昭　（今在家）
○渡部三枝子（石延）
○川又由美恵（河原津）
○秋山節子　（丹原町池田）
○桑村啓子　（丹原町寺尾）
○織田敦子　（小松町妙口） 
○日野克彦　（小松町新屋敷）

６月１
日は

人権擁
護

委員の
日
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Branch　coffee
スタッフの皆さん

ラ
ー
な
野
菜
の
一
つ
で
す
。

　

最
近
で
は
赤
色
の
成
分
で
あ
る
リ
コ

ピ
ン
が
注
目
さ
れ
る
な
ど
、
「
ト
マ
ト

が
赤
く
な
る
と
医
者
が
青
く
な
る
」
と

い
う
こ
と
わ
ざ
の
と
お
り
、
非
常
に
栄

養
価
が
高
い
野
菜
で
す
。

作付面積：13ha  （県内第６位）
収 穫 量：529ｔ （県内第６位）
参考：平成18年愛媛農林水産統計年報

①　トマトは角切り、エビは皮をむいてスライスする。
②　ざく切りにしたキャベツを塩ゆでにして、オリーブオイ
　ル（分量外）でさっと炒める。
③　ニンニクをスライス、唐辛子を半分に切って種を除く。
④　フライパンにオリーブオイルと③を入れ、弱火にかけて
　オイルに香りを移す。
⑤　ニンニクがきつね色になったら火を止めて、コンソメス
　ープを加える。
⑥　パスタをゆで始める。
⑦　⑤に①とめんつゆを入れて火にかけ、エビに火が通った
　らキャベツと茹であがったパスタを入れて、からめる。
⑧　⑦を皿に盛りつけて、大根おろし、ネギ、かつお節を飾
　って完成。

　トマトに含まれるリコピンは老化の原因といわれる活性酸素
を退治してくれる物質で、熱にも強く、ジュースやソースにす
ると体内への吸収がアップします。特に、この時季の太陽の光
を受けた赤いトマトが栄養価のポイントです。

トマト  ‥‥‥‥‥‥‥ １／２個　　　  エビ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥  ８尾 
キャベツ  ‥‥‥‥‥‥ １／６個　　　  塩 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 適量
ニンニク  ‥‥‥‥‥‥‥‥ ２片　　　  唐辛子 ‥‥‥‥‥‥‥‥ ３本
オリーブオイル（エキストラバージン）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 120cc
コンソメスープ‥‥‥‥‥ 350cc　　　  パスタ ‥‥‥‥‥‥‥‥ 400g
めんつゆ（濃縮）‥‥‥‥ 140cc　　　 ダイコン  ‥‥‥‥‥‥‥ 適量
ネギ（小口切り） ‥‥‥‥  適量               かつお節 ‥‥‥‥‥‥‥ 適量

エネルギー  ‥‥‥‥‥  708kcal　     　 タンパク質 ‥‥‥‥‥15.4ｇ
脂肪 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥32.4ｇ　　

素材・分量（４人分）

栄養価（１人当たり）

栄養士チェック

次回の食材は メロン です。　問合せ：市庁舎本館産業振興課　ふるさと産品係　℡0897－52－1490

トマト
　

黄
、
緑
、
褐
色
、
縞
模
様
、
フ
ル
ー

ツ
ト
マ
ト
に
マ
イ
ク
ロ
ト
マ
ト
…
。
最

近
、
さ
ま
ざ
ま
な
ト
マ
ト
を
見
か
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ト
マ
ト
は
、
ピ
ン
ク
系
や
赤
系
と
い

っ
た
色
に
よ
っ
て
分
別
さ
れ
る
ほ
か
、

大
玉
、
中
玉
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
な
ど
果
実

の
大
き
さ
で
も
分
別
さ
れ
る
な
ど
、
野

菜
類
の
登
録
品
種
数
の
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も
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立
っ

て
多
く
、
世
界
で
は
実
に
８
千
種
、
日

本
で
も
１
２
０
種
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上
が
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録
さ
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す
。

　

ま
た
、
１
世
帯
当
た
り
の
年
間
購
入

量
（
重
量
ベ
ー
ス
）
が
生
鮮
野
菜
類
中

５
位
に
位
置
す
る
な
ど
、
最
も
ポ
ピ
ュ

　人気の和風ぺペロンチーニ
をご家庭で簡単に作っていた
だけるようにアレンジしまし
た。あっさりとしたパスタで
す。ニンニク・唐辛子の量は
お好みで加減してください。
いろいろなお野菜との相性も
いいですよ。

フレッシュトマトと
キャベツの
和風ペペロンチーニ

フレッシュトマトと
キャベツの
和風ペペロンチーニ

　夏のトマトは甘くておいしいですね。プランタ
ーなどを利用して、子どもたちと一緒にトマトや
ナス、キュウリなどの野菜をつくってみませんか。
日ごろ苦手な野菜でも、自分で大切に育てたもぎ
たての野菜は、きっとおいしく食べられることで
しょう。

自分で野菜を育ててみませんか

　今の時期は品質の良いトマ
トが出回るので、生食がお勧
めです。色がはっきりしてい
て、重みがあり、形のバラン
スが良く実が締まっているも
のを選ぶと良いですよ。
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初めての蒸気機関車に少し緊張？  

▲

▲  

世界７か国の味が紹介されました

4／24　市政モニター委嘱の会

4／22　健康づくり推進員委嘱式
　市民の皆さんが健
康づくりに関心をも
ち、実践につなげる
健康づくりの輪を広
げ、健康で幸せな暮
らしを実感できるま
ちのためにご活躍を
いただく 400名の皆
さんに健康づくり推
進員が委嘱されまし
た。
　引き続き、篠原内
科外科耳鼻科の篠原
秀幸先生の「西条の
先覚三医人」と題し
た講演が行われ、出
席者の皆さんは熱心
に聴講していました。

▲　西条産の食材をおいしく調理
▲ 

市
民
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に

▲
 

和
紙
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　市政モニターは、行
政に対する熱意と関心
を持つ皆さんから、市
政に関するご意見やご
要望・ご提言を聴かせ
ていただき、市民の意
向に沿った市政を推進
する制度です。
　このたび、40名の皆
さんに委嘱状が手渡さ
れました。

▲　市民の皆さんの声を市政に

　4／29　産業文化フェスティバル　

　　4／29　健康ふれ愛フェスティバル　

　4／29　福祉フェスティバル　

　「自分の健康状態を自ら把握
し、未然に病気から身を守る」
という意識の高揚を図るととも
に、保健・福祉の取り組みを紹
介し理解を深めていただくこと
を目的としたこの事業も５回目
を数え、多くの方が自分の健康
度をチェックしていました。

　地域住民の融和と一体感を醸成し地域の均衡ある発展をめざし
て、市民・企業・各種団体がそれぞれ主役となり、産業文化の振
興を図ることを目的とした産業文化フェスティバルが開催されま
した。さわやかな日差しのもと、会場は終日活気にあふれて、多
くの人々でにぎわいました。

　市内のボランティアグ
ループの皆さんが、来場者
の皆さんにいろんな体験を
してもらうボランティア体
験のほか、絵画・写真・陶
芸品・手芸品などの力作が
並んだ障害者作品展やチャ
リティーバザーなどの催し
に、会場はにぎわいました。

広報さいじょう　2009　6月号 28



▲

 

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

　石鎚ふれあいの里で、地元の大保木をよくする会の皆さんが
中心となり「第19回山菜まつり」が開催され、山菜や草木染の
展示販売や餅つき大会などでにぎわいました。なかでも例年好
評を博している、新鮮な山菜のてんぷらの試食には、約800人
の来場者が春の味を堪能していました。当日は少し肌寒い天候
でしたが、会場には明るい笑い声が響いていました。

4／26　第19回  山菜まつり

5／3～4　四国の祭り 2009

▲ ばちさばきも鮮やかに…

▲

 

美
し
い
ま
ち
を
め
ざ
し
て

　香川県のサンポート高松で、
５月３日と４日の両日、「四国
の祭り2009」が開催され、高知
県のよさこい鳴子おどりや徳島
県の阿波踊り、香川県の一合ま
いたなど、四国四県の代表的な
お祭りが競演しました。
　愛媛県からは西条市のだんじ
り５台（氷見下町・栄町上組・
岸陰・井上・都町）が出演し、
会場内を練り歩き、見事なかき
くらべを披露しました。観客か
らは、豪華絢爛なだんじりの迫
力ある差し上げなどに、盛大な
拍手と歓声が上がっていました。

5／15　環境指導員委嘱の会

丹原地域で敬老会開催

5／9～10　西条地域春季市民芸術文化祭

5／15～17　東予文化協会美術展

　市内各地区において、環
境美化など住みよいきれい
なまちづくりを推進して、
安全で快適な環境の保全に
ご協力をいただく環境指導
員の委嘱式が行われ、40名
の皆さんに委嘱状が交付さ
れました。

　第38回西条地域春季市民芸術文化祭が
総合文化会館において開催されました。
　芸能祭には約 360人が参加、また美術
展には約260点の出品があり、日ごろか
らの鍛錬と研鑽の結果を発表しました。

　丹原地域の敬老会が地元
の婦人会や自治会の皆さん
のご協力をいただき、５月
８日の田滝地区を皮切りに
全６会場で開催されました。
　かわいい子どもたちのダ
ンスには、思わず笑顔が広
がり、楽しい時間となりま
した。

　第16回西条市東予文化協会美術展が
中央公民館において開催されました。
　洋画・書道・写真・工芸彫塑・日本
画・版画などの各部門に、約 170点も
の力作が出品されました。
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２
０
４
（
直
通
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　私は西条市役所の国際交流員ケイレブ・デマレーと申します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３月20日から29日まで、西条市内の高校生を対象とした海外スタ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ディツアーで引率をしました。私たちはアメリカ中西部のウィス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コンシン州のメノモニーフォールズ村に行ってきました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スタディツアーの目標は、西条市の生徒の皆さんにホームステ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イをさせ、アメリカの日常生活の文化や習慣になじんでもらい、
より世界を深く知っている国際人になってもらうということでした。この目標は生徒の努力によって、申し分なく果たされたと思っ
ています。他国のことを深く理解するには、やはり自国を出て外から観察しなければならないのです。私は長年日本語を勉強し、日
本文学も愛読し、自分の国を離れて日本で就職しています。このたび、アメリカにいる間、生徒の熱心な発言を聞いたり、うれしそ
うな表情などを見たりして、これからの国際社会に出て行く若者たちにかかわることができたのが、非常にうれしく思いました。
　この目標以外に関しても、この事業は完璧にいったと思います。街に出かけても誰も
迷子にならず、生徒たちは適切な態度で自己管理をしていました。私が高校生の面倒を
見ることで最初は大変ではないかと心配していましたが、面倒を見るというより、皆の
世話をしながら一緒に異文化に触れ、新しい友達のようにだんだん仲良くなりました。
　アメリカ滞在中に家族に会えたのをはじめ、西条市の高校生と交流できたことや私の
国であるアメリカを紹介することができ、私こそ本当に良い経験をしました。今まで国
際交流員としてやってきた仕事の中で一番やりがいを感じました。月に１回ぐらいして
もいいような気がしますね。おかげさまで無事終わりました。私がこのスタディツアー
の引率者として参加をさせていただいたこと、心より感謝しています。 ▲ツアーに参加した高校生と関係者
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定 期 無 料 相 談
■人権相談
○６月１日㈪　９時～16時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○６月１日㈪　９時～16時　丹原福祉センター
　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線230
○毎週月・水・金曜日（祝日除く）　９時～16時
　松山地方法務局西条支局１階総務係
　問合せ　西条人権擁護委員協議会　℡0897－56－0188
■行政相談
○６月２日㈫　13時～15時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○６月９日㈫　９時～12時　丹原福祉センター
○６月23日㈫　９時～12時　中川公民館　
　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線230
○６月９日㈫　13時～15時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○６月19日㈮　13時～15時　小松公民館
　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線218
■法律相談
　事前予約が必要。（予約受付は６月１日㈪～）
　内容　弁護士が担当（定員15人、１人15分）
○６月10日㈬・24日㈬　13時～17時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○６月17日㈬　13時～17時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
■消費生活相談
　月～金曜日（祝日除く）　
○８時30分～17時　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
　　　　　　　　　各総合支所総務課（電話番号は12頁上段掲載）
○９時～16時　愛媛県消費生活センター　℡089－925－3700
■社会保険出張相談
　６月10日㈬　10時～15時30分　西条商工会議所
問合せ　新居浜社会保険事務所　℡0897－35－1300
　年金特別便のお問い合わせは専用ダイヤル0570－058ー555へ
■司法書士法律無料相談（多重債務相談を含む。予約不要）
　６月16日㈫　10時～12時（受付は11時15分まで）　丹原公民館
　問合せ　愛媛県司法書士会　℡0898－68－3373　担当：池田
■社会保険等相談
　６月11日㈭　10時～16時　総合福祉センター
　問合せ　市庁舎本館産業振興課　℡0897－52－1482
■土地建物取引相談
　６月８日㈪　13時～15時　宅建協会西条支部（兵庫ビル２階）
　問合せ ・ 主催　宅建協会西条支部　℡0897ー55ー0988
■無料不動産相談
　６月10日㈬　13時～15時
　西条商工会議所東予支所　℡0898－64－5000
　主催　宅建協会周桑支部、西条商工会議所

■子育て相談
◆カウンセラーによる専門的相談（教育・発達、医療など）
　毎週土・日曜日　10時～16時
　総合福祉センター（もてこい元気館）
　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」　℡0897－55－1018
◆平日の子育て相談（地域子育て支援センター）
　○ひだまり　　総合福祉センター内　℡0897－55－1018
　○おさなごゆめの城　飯岡保育園内　℡0897－55－2311
　○らっこ・はうす　東予南保育所内　℡0898－64－3112
　○たんぽぽくらぶ　小松東保育所内　℡0898－72－2538
　○さくらんぼ　中川さくら保育園内　℡0898－73－2141
■女性児童各種相談　受付時間：８時30分～17時15分
◆家庭児童相談　月～金曜日（祝日除く）
　市庁舎別館女性児童福祉課、東予総合支所市民福祉課
◆婦人相談（ＤＶ相談含む）
　月・火・木・金曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　水曜日（祝日除く）　　　　　　　東予総合支所市民福祉課
◆母子自立相談
　火・水・金曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　月・木曜日（祝日除く）　　　東予総合支所市民福祉課
◆ＤＶ専門相談（夫やパートナーからの暴力についての相談）
　毎週水曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　問合せ　市庁舎別館女性児童福祉課　℡0897－52－1373
　　　　　東予総合支所市民福祉課　　℡0898－64－2700
■心配ごと相談
○総合福祉センター（もてこい元気館）　℡0897－53－0880
　月～金曜日（祝日除く）　13時～16時
○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）　℡0898－64－2600
　月・金曜日（祝日除く）　９時～12時
○丹原福祉センター　℡0898－76－2433
　毎週火曜日（祝日除く）　９時～12時
○小松地域福祉センター　℡0898－72－6363
　第２・４水曜日（祝日除く）　13時～16時
　問合せ・主催　社会福祉協議会　各支所
■青少年電話相談
◆ヤングテレホン　月～金曜日（祝日除く）　８時30分～17時
　℡0897－52－2828（青少年育成センター）
◆いじめ相談ダイヤル24　毎日24時間受付
　℡0570－0－78310（ＰＨＳ・ＩＰ電話は℡089－960－8522）
■お酒の悩み相談
　６月24日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階第１会議室
　問合せ　西条断酒会　℡0897－55－8030　担当：辻本
■補聴器相談会
　６月17日㈬　10時～15時　市庁舎本館１階102会議室
　問合せ　市庁舎別館社会福祉課　℡0897－52－1214
■精神障害者の家族相談会
　６月18日㈭　13時30分～15時30分
　総合福祉センター２階社会活動団体室
　問合せ　さくら家族会（さくらんぼハウス内）℡0897－53－1803

◆日時　６月18日㈭　13時～16時（事前予約が必要）
　　　　※７月以降は毎月第３木曜日に開催。
◆場所　日本政策金融公庫新居浜支店
◆内容　農業分野全般の資金借入、農業新規参入など。
◆問合せ　日本政策金融公庫松山支店
　　　　　農林水産事業　℡0120－911695

農業関係者
の皆さまへ

日本政策金融公庫からのお知らせ
東予定期相談窓口を開設しました
日本政策金融公庫からのお知らせ
東予定期相談窓口を開設しました
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12日㈮　 9：30～11：00　小松保健センター

19日㈮　 9：30～11：00　石根公民館

９日㈫　 9：30～11：00　中央保健センター

８日㈪　13：30～15：00　東予保健センター

４日㈭　 9：30～11：00　丹原保健センター

３日㈬　 9：30～11：00　丹原児童館

３日㈬　 9：30～11：00　東予北地域交流センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時
○場所・問合せ　中央保健センター
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：９時～11時
○中央保健センター    ６月５日㈮・18日㈭
○東予保健センター　６月８日㈪・26日㈮
○丹原保健センター　６月11日㈭
○小松保健センター　６月19日㈮

■産業保健健康相談
○日時　６月25日㈭　13時～15時
○場所　西条商工会議所２階小会議室
○対象　働いている方
○申込先　地域産業保健センター（℡0897
　－36－1788）、西条市医師会（℡0897－
　56－2211）

■西条保健所情報
◆一般健康診断（有料）
　６月１日㈪・15日㈪
　13時30分～14時30分
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時
◆精神保健相談（要予約）
　６月16日㈫　13時30分～15時30分
◆難病医療相談（要予約）
　６月23日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、丹原：丹原保健センター
※母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）を持参してください。
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

丹原 丹原

16日㈫
25日㈭

23日㈫

２日㈫
４日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成21年２月１日～
２月28日の出生児

平成21年２月１日～
３月31日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診

11日㈭ 13：00～14：00 中央 西条

東予・丹原・小松

平成19年11月１日～
11月30日の出生児17日㈬ 13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成18年５月１日～
５月31日の出生児13：00～14：00 中央 西条

内容　バランス編：食事バランスガイドでバランスの良い食事を習得
　　　カロリー編：普段の食事のカロリーを計って、食生活を改善

愛媛県歯科医師会西条支部主催

日時　６月14日㈰　９時～11時30分
場所　総合福祉センター２階（もてこい元気館）
内容　フッ素塗布、ブラッシング指導、歯周病健
　　診、顕微鏡で見るお口の細菌、咬合力（かむ
　　力）測定、口臭測定
問合せ　まつまえ歯科医院　℡0897－58－2234

日時　６月14日㈰　10時～13時
場所　総合福祉センター３階第２研修室（もてこい元気館）
演題　歯科医師から見た食育（西条）
講師　岡山大学歯学部　小児歯科学講座　講師　岡崎好秀氏
申込方法　氏名・電話番号（連絡先）を明記の上、ファックスにてお申し込
　　　　みください。
申込先　さかもと歯科医院　FAX 0897－52－1722

中央保健センター

▼食生活プランニング講座　６月・７月の日程等　※申し込みは前日まで受付

７月17日㈮

東予保健センター ７月10日㈮

丹原保健センター ７月24日㈮

小松保健センター ７月３日㈮

６月19日㈮

６月12日㈮

６月26日㈮

６月５日㈮

場所・申込先

13時30分～15時

カロリー編バランス編 受講時間

日時　６月５日㈮　17時～20時
　　　６月７日㈰　10時～13時
場所　西条保健所（東予地方局１階）
内容　迅速検査法による血液検査、相談
問合せ　西条保健所　℡0897－55－7577
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区分
（市外局番０８９７）（市外局番０８９８）

休日（昼間）９時から18時まで

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

日
（市外局番０８９７）（市外局番０８９８）

休日（夜間）18時から22時まで

日 区分 区分日

内科
外科

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

（市外局番０８９７） （市外局番０８９８）（市外局番０８９７） （市外局番０８９８）

平日（夜間）18時から22時まで 平日（夜間）18時から22時まで

回生堂医院 （55－3101）

星加小児科内科Ｆ.Ｃ（55－3105） 済生会西条病院（55－5100）
横山病院 （72－2121）

西条中央病院 （56－0300）

村上記念病院 （56－2300）

村上記念病院 （56－2300）
西条中央病院 （56－0300）
済生会西条病院（55－5100）

土岐医院 （56－2090）

矢野医院 （55－1777）

としもり内科 （53－6300）

和田内科皮膚科 （55－0515）

かりやま整形外科 （47－1717）

あおのクリニック （52－1155）

佐藤クリニック （57－8200）

高橋こどもクリニック（55－0776）
田渕外科 （65－5651）

黒田医院 （64－3780）

角産婦人科 （64－3168）

行本医院 （66－0609）

あおの循環器科 （68－3300）

まなべ病院 （57－7011）
篠原内科外科耳鼻科（56－3521）

（55－2002）星加医院

回生堂医院 （55－3101）

まつうら小児科 （64－0460）

飯尾皮フ科泌尿器科（64－5577）

松本整形外科医院 （52－1011）

周桑同仁医院 （68－7233）

中村内科胃腸科 （68－4976）

横山病院 （72－2121）

あぜち内科 （52－1630）

秋山医院 （56－0885）

玉置内科小児科 （66－3735）

12
(金)
13
(土)

１
(月)

３
(水)
４
(木)

２
(火)

５
(金)

16
(火)

25
(木)
26
(金)

24
(水)

27
(土)

18
(木)
19
(金)

17
(水)

20
(土)
22
(月)
23
(火)

29
(月)
30
(火)

７
(日)
14
(日)
21
(日)
28
(日)

11
(木)

10
(水)

６
(土)
８
(月)
９
(火)

15
(月)

共立病院 （64－2662）
松本整形外科 （52－1011）
まなべ病院 （57－7011）
まなべ病院 （57－7011）

土岐医院 （56－2090）

米田脳神経外科 （56－9165）

あおのクリニック （52－1155）まなべ病院 （57－7011）

高橋こどもクリニック（55－0776）河野内科 （73－2950）

森山内科 （65－4332）

西条愛寿会病院 （55－2300）

としもり内科 （53－6300）

横山病院 （72－2121）

中村内科胃腸科 （68－4976）

あぜち内科 （52－1630）

秋山医院 （56－0885）

佐藤クリニック （57－8200）

星加小児科内科F.C （55－3105）
かりやま整形外科 （47－1717）

ながい小児科 （53－7707）

黒田医院 （64－3780）

森山内科 （65－4332）

くしべ整形外科 （76－7555）

福田医院 （68－7243）

田中内科 （66－1700） まつうら小児科 （64－0460）

村上内科皮膚科医院（72－2436） 松田循環器科内科 （76－1117）

いしづちやまクリニック（68－8885）
キッズクリニックパパ （76－1788）

森内科 （64－5858）

奥田外科 （64－3331）
玉置内科小児科 （66－3735）

宮島小児科医院 （55－2615）

坂根医院 （55－4021）

宮島小児科医院 （55－2615）

西条愛寿会病院 （55－2300）

田渕外科 （65－5651）
中村医院 （66－0606）

こまつ医院 （72－5862）

平田クリニック （76－2256）

近藤クリニック （64－2760）

茎田医院 （66－0555）

安永クリニック （64－5760）

渡部内科病院 （64－1200） 和田内科皮膚科 （55－0515）

（55－2002）星加医院
今井クリニック整形外科 （68－8118）

そのべ医院 （64－0660）

弓山外科 （64－3182）

浦部医院 （72－3266）

共立病院 （64－2662）

浦部医院 （72－3266）篠原内科外科耳鼻科 （56－3521）

近藤クリニック （64－2760）
田渕外科 （65－5651）
松田循環器科内科（76－1117）
そのべ医院 （64－0660）

西条中央病院 （56－0300）

河野内科 （73－2950）

くしべ整形外科 （76－7555）

周桑同仁医院 （68－7233）

　皆さんは不法電波に悩まされたことはありませんか？
　電波利用が増大する中で、依然としてハイパワー市民ラジオなどによる
電波障害が後を絶たず、特に最近は消防・救急無線、航空無線などに妨害
を与えるケースが増大しています。
　不法無線局による混信妨害から放送受信者や電波利用者を保護し、良好
な電波環境を整備するため、ご理解とご協力をお願いします。
■問合せ　総務省四国総合通信局　監視調査課　℡089－936－5051
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国
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河
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通
盛
が
文
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（
１
３
５
２
）

年
に
こ
の
地
を
埋
め
立
て
、
伊
勢

神
宮
を
勧
請
し
た
も
の
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
に
植
樹
し
た
楠
に
白
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が
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こ
と
か
ら
、
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つ
し
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鷺
の
森
」
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ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
そ
う
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す
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か
つ
て
は
多
数
の
楠
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よ
り
、

緑
の
森
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
道
路
改
修
や
台
風
の
被
害
な

ど
で
半
減
し
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し
ま
い
ま
し
た
。

ご
神
木
の
楠
は
、
高
さ
が
約
25
メ

ー
ト
ル
、
根
回
り
は
約
７
メ
ー
ト

ル
に
も
な
る
巨
木
で
、
６
５
０
年

余
を
数
え
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樹
齢
は
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祇
神
社

に
次
ぐ
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の
と
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れ
て
お
り
、

市
の
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然
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物
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定
を
受
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て
い
ま
す
。

　

こ
の
神
社
の
主
な
建
造
物
は
、

本
殿
・
拝
殿
・
三
穂
神
社
社
殿
な

ど
で
、
大
楠
の
圧
倒
的
な
存
在
感

に
よ
り
、
境
内
は
お
ご
そ
か
な
雰

囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
「
お
か
げ
ん
」
の
名
前
で
親
し

ま
れ
て
き
た
鷺
森
神
社
の
管
弦
祭

は
、
安
芸
厳
島
神
社
の
神
事
に
な

ら
い
、
旧
暦
の
６
月
17
日
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

■
住
所　

壬
生
川
20

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

第
49
回
　

鷺
森
（
さ
ぎ
の
も
り
）
神
社
の
楠

平成21年4月末日現在
住民基本台帳登録数 ( )内は前月比

人　口　114,772 人 （＋166人）

　男　　  54,953 人 （＋100人）

　女　　 59,819 人 （＋  66人）

世　帯　 47,482世帯(＋153世帯）

■市政だより
　0897ー53ー1500（常時）

■当番病医院
　0897ー58ー2200（常時）

■災害情報
　0897ー55ー5551（発生時）

No.₄₆　コサギ（留鳥）
　シラサギ類の中では一番小型で、足指が黄色いことなど
が識別のポイントですが、繁殖期には目先と足指が美しい
ピンク色の婚姻色に変わります。一年中、水田、河川、干潟
など水辺に広く生息していますが、繁殖期には他のサギ類
とコロニーを作り、集団繁殖しているところが見られます。

撮
影：

十
亀
茂
樹

N

鷺森神社

48

東予
総合支所

東予図書館

東予局

壬生川小
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月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

▼ 総 合 文 化 会 館 　 神拝甲79－4　℡0897－53－5500

土27
日21

６

▼ 丹 原 文 化 会 館 　 丹原町田野上方2131－1　℡0898－68－3555

６

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

13：00 市教育委員会社会教育課　℡0897－52－1254500円13：30
13：30

大ホール西条市文化講演会
12：30 伊予西条間税会　℡0898－64－2329無　料大ホール伊予西条間税会　講演会

火16 13：3013：00 今治社会保険事務所　℡0898－32－6142無　料大ホール社会保険事務説明会
日14 14：0013：30 丹原高等学校（根占）　℡0898－68－7325無　料大ホール丹原高等学校音楽部　第７回定期演奏会
日７ 13：0012：30 望月楽器㈱東予店　℡0898－64－2290無　料小ホールヤマハエレクトーンステージ2009

小ホール18：20 西條歴史文化事業実行委員会（塩出）℡0897－56－880218：30

【６月の休館日】 毎週月曜日

【６月の休館日】 毎週月曜日
歴史文化講演会日28

大ホール13：30 西条市民吹奏楽団（髙畑） ℡090－3461－7570無　料
1000円

14：00西条市民吹奏楽団　第９回サマーコンサート日28
小ホール18：00 アサヒビール㈱社会環境推進部　℡03－5608－5195事前申込必要18：30アサヒビール環境文化講座水24
小ホール11：30 西条竹ダンス（若原）　℡0897－56－63481000円12：00社交ダンスパーティー日21
小ホール18：00 東予ジャズ研究会（谷口） ℡090－5272－09842000円18：30アタゴ・ジャム　JAZZ LIVE Vol.16土20
大ホール9：30 望月楽器㈱西条店　℡0897－56－0552無　料9：45ピアノ発表会日14
大ホール9：30 カラオケ喫茶チャオ友の会（高橋）℡0897－55－3647無　料10：00チャオ友の会　カラオケ発表会日７
小ホール13：00 西条市危機管理課　℡0897－52－1284無　料13：30暴力追放市民講習土６
大ホール17：00 ㈱アートウェーブ新人部（竹内）℡090－2283－24163000円18：00竹内八重子　芸能生活10周年記念公演金５

７/22 水 19時開演
総合文化会館大ホール

　太平洋戦争末期の昭和20年初夏、音楽学校出身の特攻
隊員２人の実話をもとに作られた作品。ピアノの生演奏
と朗読を組み合わせたライブ・ステージ「月光の夏」。

入場料（※未就学児の入場はご遠慮いただきます）
　１階指定席：2,500円　　２階自由席：2,200円
プレイガイド
　総合文化会館、丹原文化会館、明屋書店東予店

開催日時　８月９日㈰　15時開演予定
開催場所　総合文化会館大ホール
募集期間　６月２日㈫～16日㈫（必着）
申込方法　総合文化会館にある申込用紙に必要事項を記入し、
　総合文化会館に提出（郵送・ファックス可。宛先等は申込用
　紙を参照）してください。
※申込用紙は総合文化会館のホームページからダウンロードもできます。

　市内のコーラスグループの活動成果を発表する場として、ま
た、次代を担う人材の育成・交流を図るため、今年も「さいじ
ょうコーラスフェスティバル」を開催します。出演を希望され
る団体の代表者の方は、ぜひ総合文化会館へご応募ください。
開催日時　７月19日㈰　13時30分開演予定
開催場所　総合文化会館大ホール　募集期間　６月７日㈰まで
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